
仲
介
の
安
倍
首
相
痛
手

し
た
不
動
産
は
国
庫
に
帰
属

す
る
決
ま
り
は
今
も
あ
る

が
、
親
族
が
裁
判
所
に
申
し

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
量
相
続
時
代
に
手
続
き
が

滞
っ
て
所
有
者
不
明
の
土
地

が
増
え
る
可
能
性
が
あ
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
極
端
に
荒
れ
て

管
理
費
が
か
か
る
物
件
で
な

い
限
り
、
引
き
取
り
手
が
な

い
不
動
産
を
死
後
に
国
へ
渡

す
契
約
を
あ
ら
か
じ
め
交
わ

せ
る
よ
う
に
す
る
。
高
齢
者

の
自
宅
敷
地
を
主
に
想
定
し

て
い
る
。
手
放
し
や
す
い
遊

休
地
な
ど
は
生
前
、
相
続
段

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
イ
ラ
ン
沖
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
付
近
で
起
き
た
タ
ン
カ
ー
攻
撃

で
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
１
４
日
、
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
の
番
組
で
「
イ
ラ
ン
が
や
っ

た
」
と
名
指
し
で
非
難
し
た
。
イ
ラ
ン
は
完
全
否
定
し
て
お
り
、
全
面
対
立
に
発
展

し
た
。
米
軍
は
タ
ン
カ
ー
の
船
体
に
吸
着
さ
れ
た
不
発
の
爆
発
物
を
イ
ラ
ン
革
命
防

衛
隊
が
取
り
除
く
様
子
だ
と
す
る
白
黒
映
像
を
公
開
。
砲
撃
な
ど
攻
撃
に
関
し
て
は

触
れ
て
い
な
い
。
安
倍
晋
三
首
相
は
日
本
の
首
相
と
し
て
４
１
年
ぶ
り
に
イ
ラ
ン
を

訪
問
し
米
イ
ラ
ン
関
係
の
仲
介
を
目
指
し
た
が
、
計
算
外
の
痛
手
と
な
っ
た
。

映
像
公
開
、
爆
発
物
除
去
か

「
所
有
者
不
明
」
防
止
へ

米大統領「イランが実行」２
０
年
度
、
生
前
に
贈
与
契
約
可

相
続
人
な
い
土
地
、
国
有
推
進

老
後
報
告
書
で
金
融
庁
謝
罪

衆
院
財
金
委
、
２
千
万
円
試
算

で
ん
す
け
す
い
か

１
玉
７
５
万
円

過
去
最
高
、
北
海
道
当
麻
町
産

衆院財務金融委員会に出席した金融
庁の三井秀範企画市場局長。左は
麻生財務相＝１４日午後（共同）

め
て
問
題
の
拡
大
を
防
ぐ
狙

い
。
年
内
に
詳
細
を
詰
め
て

２
０
２
０
年
度
に
も
制
度
の

運
用
を
始
め
る
。
有
識
者

で
つ
く
る
財
政
制
度
等
審
議

会
・
国
有
財
産
分
科
会
が
答

申
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

相
続
人
と
な
る
身
寄
り
が

な
か
っ
た
り
、
子
供
や
配
偶

者
ら
が
相
続
を
放
棄
し
た
り

　
【
共
同
】
財
務
省
は
１
４

日
、
相
続
人
が
い
な
い
と
見

込
ま
れ
る
土
地
の
持
ち
主

が
、
国
へ
贈
与
す
る
契
約

を
生
前
に
結
べ
る
よ
う
に

す
る
仕
組
み
を
整
備
す
る

方
針
を
発
表
し
た
。
登
記
が

長
年
放
置
さ
れ
た
所
有
者
不

明
の
土
地
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
対
応
し
、
国
有
化
を
進

報
酬
１
０
万
円
で
銃
撃
依
頼
か

邦
人
女
性
射
殺
、
実
行
役
証
言

員
会
の
前
に
行
っ
た
閣
議
後

記
者
会
見
で
、
金
融
庁
の
対

応
に
問
題
が
あ
っ
た
と
の
認

識
を
示
し
た
。
野
党
側
は
政

府
の
責
任
を
徹
底
追
及
す
る

方
針
だ
。

　

麻
生
氏
は
会
見
で
、
報
告

書
で
問
題
と
な
っ
た「
赤
字
」

な
ど
の
表
記
に
つ
い
て
「
作

成
段
階
で
『
こ
う
い
う
表
現

は
い
か
が
な
も
の
か
』
と
言

え
ば
よ
か
っ
た
」と
述
べ
た
。

　

報
告
書
は
麻
生
氏
が
諮
問

し
た
金
融
審
の
「
市
場
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
が
作

成
し
３
日
に
公
表
し
た
。
無

職
の
高
齢
夫
婦
は
公
的
年
金

だ
け
で
は
月
５
万
円
の
赤
字

と
な
り
、
３
０
年
生
活
す
る

に
は
２
千
万
円
が
必
要
と
指

韓
国
、
対
話
再
開
へ
秋
波

北
朝
鮮
は
「
行
動
」
要
求

摘
。
人
生
の
段
階
別
に
投
資

な
ど
に
よ
る
資
産
形
成
を
促

し
た
。

　

公
表
後
、
各
方
面
に
波
紋

が
広
が
り
、
野
党
は
「
人
生

１
０
０
年
時
代
に
国
民
一
人

一
人
が
勝
手
に
や
れ
と
い
う

（
政
府
の
）
責
任
放
棄
宣
言

だ
」
と
批
判
。
世
論
の
反
応

を
踏
ま
え
、
麻
生
氏
は
正
式

な
報
告
書
と
し
て
受
け
取
ら

な
い
方
針
を
表
明
し
た
。

　

麻
生
氏
は
会
見
で
不
受
理

の
理
由
を
「（
金
融
審
の
）

総
会
を
経
て
報
告
書
が
上

が
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

れ
ば
、
そ
の
間
に
国
民
の
不

安
が
さ
ら
に
広
が
る
」
と
説

明
し
た
。

　
【
共
同
】
衆
院
財
務
金
融

委
員
会
は
１
４
日
、
老
後
に

夫
婦
で
２
千
万
円
の
蓄
え
が

必
要
と
試
算
し
た
金
融
庁
金

融
審
議
会
の
報
告
書
を
巡
り

審
議
を
開
い
た
。
金
融
庁
の

三
井
秀
範
企
画
市
場
局
長
は

「
配
慮
を
欠
い
た
対
応
で
、

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た

こ
と
を
反
省
す
る
と
と
も
に

深
く
お
わ
び
す
る
」と
謝
罪
。

麻
生
太
郎
金
融
担
当
相
は
委

階
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の

価
値
が
あ
っ
て
売
却
容
易
な

も
の
を
対
象
と
し
て
国
へ
の

寄
付
を
受
け
入
れ
る
。

　

運
用
が
始
ま
れ
ば
行
政
目

的
と
し
て
は
不
要
な
国
有
地

が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
、
不

動
産
情
報
サ
イ
ト
と
連
携
し

た
情
報
発
信
な
ど
で
積
極
的

に
買
い
手
を
探
し
、
効
率
的

な
売
却
に
取
り
組
む
。

　

増
田
寛
也
元
総
務
相
ら
の

有
識
者
研
究
会
は
、
全
国
の

所
有
者
不
明
地
が
１
６
年
時

点
で
九
州
の
面
積
を
上
回
る

約
４
１
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

　
【
共
同
】
フ
ィ
リ
ピ
ン
中

部
セ
ブ
島
で
現
地
在
住
の
会

社
社
長
浜
田
純
子
さ
ん
＝
当

時
（
７
１
）
＝
が
射
殺
さ

れ
た
事
件
で
、
実
行
役
と

さ
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

女
（
２
８
）
が
、
兵
庫
県
警

捜
査
１
課
に
殺
人
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
た
純
子
さ
ん
の
夫
の

慎
一
容
疑
者
（
７
７
）
＝
神

戸
市
西
区
＝
か
ら
約
１
０
万

円
の
報
酬
を
約
束
さ
れ
た
と

証
言
し
て
い
る
こ
と
が
１
４

日
、
捜
査
関
係
者
へ
の
取
材

で
分
か
っ
た
。

　

慎
一
容
疑
者
か
ら
「
殺
害

す
れ
ば
会
社
を
経
営
で
き
、

大
金
を
送
れ
る
」
と
持
ち
掛

け
ら
れ
た
と
証
言
し
て
い
る

こ
と
も
判
明
。捜
査
１
課
は
、

日
本
で
家
賃
を
滞
納
す
る
な

ど
経
済
的
に
困
窮
し
た
慎
一

容
疑
者
が
、
女
と
の
不
倫
関

係
を
続
け
る
た
め
に
金
を
得

よ
う
と
し
て
殺
害
を
計
画
し

た
と
み
て
調
べ
る
。

　

捜
査
関
係
者
な
ど
に
よ
る

と
、
慎
一
容
疑
者
は
現
地
で

立
ち
上
げ
た
イ
ン
テ
リ
ア

雑
貨
の
販
売
・
輸
出
会
社
を

純
子
さ
ん
に
引
き
継
い
で

２
０
１
４
年
に
帰
国
。
夫
婦

間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
年
金
な
ど
を

頼
り
に
１
人
で
暮
ら
し
て
い

た
と
み
ら
れ
、
昨
年
３
月
ご

ろ
か
ら
兵
庫
県
明
石
市
の
ア

パ
ー
ト
で
家
賃
約
２
万
円
を

数
カ
月
滞
納
し
、転
居
し
た
。

　

一
方
、
女
と
は
十
数
年
前

に
知
り
合
っ
た
。
会
社
経
営

時
に
は
多
額
の
現
金
を
女
に

送
っ
た
履
歴
が
あ
り
、
帰
国

後
も
月
数
万
円
を
継
続
的
に

送
金
し
て
い
た
。
女
の
証
言

な
ど
か
ら
、
射
殺
の
成
功
報

酬
も
約
束
し
て
い
た
疑
い
が

あ
る
が
、
実
際
に
渡
し
た
形

再
開
を
迫
っ
て
お
り
、
一
筋

縄
で
は
い
か
な
さ
そ
う
だ
。

　
「
北
朝
鮮
の
平
和
を
守
っ

て
く
れ
る
の
は
核
兵
器
で
は

な
く
対
話
だ
」

　

文
氏
は
１
４
日
、
訪
問
中

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
演
説

し
、
北
朝
鮮
に
早
期
の
対
話

再
開
を
訴
え
た
。
文
氏
は
９

日
か
ら
の
北
欧
外
遊
中
に
何

度
も
南
北
首
脳
会
談
の
開
催

を
要
請
。
１
２
日
に
は
、
今

月
末
の
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

の
訪
韓
に
触
れ
な
が
ら
「
そ

の
前
に
金
委
員
長
と
会
う
の

が
望
ま
し
い
」と
表
明
し
た
。

な
く
魚
雷
で
は
な
い
」
と
述

べ
た
。
機
雷
の
ほ
か
、
タ
ン

カ
ー
に
爆
発
物
が
張
り
付
け

ら
れ
て
い
た
と
疑
う
米
側
の

説
明
も
否
定
し
た
。

　

同
盟
国
米
国
と
友
好
国
イ

ラ
ン
と
の
対
立
が
激
化
す
る

中
、
日
本
政
府
は
板
挟
み
状

態
で
、
あ
い
ま
い
な
対
応
に

終
始
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
北
海
道
当
麻
町

の
特
産
品
で
、
黒
い
皮
が
特

徴
の
高
級
ス
イ
カ
「
で
ん
す

け
す
い
か
」
の
初
競
り
が

１
４
日
朝
、
旭
川
市
と
札
幌

市
の
青
果
市
場
で
開
か
れ

た
。
最
高
値
は
旭
川
の
市
場

で
の
１
玉
７
５
万
円
で
、
過

去
最
高
額
を
更
新
。
こ
れ
ま

で
の
最
高
額
は
２
０
０
８
年

の
６
５
万
円
だ
っ
た
。

　

最
高
額
で
落
札
し
た
ス
ー

パ
ー「
道
北
ア
ー
ク
ス
」ウ
ェ

ス
タ
ン
パ
ワ
ー
ズ
店
（
旭

認
知
症
、
配
慮
計
画
義
務
に

鉄
道
や
バ
ス
、
航
空
会
社

　
【
共
同
】
認
知
症
対
策
を

強
化
す
る
た
め
、
政
府
は
鉄

道
や
バ
ス
、
航
空
会
社
に
、

物
忘
れ
な
ど
特
有
の
悩
み
を

抱
え
る
認
知
症
の
利
用
者
が

困
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
支

援
計
画
の
作
成
を
初
め
て
義

務
付
け
る
。
怠
っ
た
場
合
は

５
０
万
円
以
下
の
罰
金
を
科

す
。
２
０
２
１
年
を
め
ど
に

実
施
す
る
。
日
常
生
活
で
不

便
に
感
じ
る
障
壁
を
減
ら
す

取
り
組
み
「
認
知
症
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
の
目
玉
政
策
と
し

て
、
来
週
に
も
策
定
す
る
新

た
な
認
知
症
対
策
の
大
綱
に

盛
り
込
む
。
政
府
関
係
者
が

１
３
日
、
明
ら
か
に
し
た
。

　

今
年
４
月
に
全
面
施
行
し

た
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
は

公
共
交
通
の
事
業
者
に
、
障

害
者
や
高
齢
者
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
段
差
の
解
消
や

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
な
ど
の

計
画
作
成
や
公
表
を
義
務
付

け
た
。
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を

推
進
し
て
い
る
。
だ
が
、
認

知
症
の
人
は
切
符
の
買
い
方

や
乗
り
換
え
に
困
難
を
伴
う

場
合
が
多
く
、
周
囲
の
声
掛

け
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を

求
め
る
声
が
出
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
政
府
は
同
法
に
基

づ
き
、
認
知
症
に
特
化
し
た

対
策
を
決
め
た
。

　

政
府
は
今
後
、
認
知
症
の

関
係
団
体
や
医
療
機
関
な
ど

か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、
計

画
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
を

示
し
た
指
針
を
策
定
す
る
。

事
業
者
は
、
運
転
手
や
駅
員

な
ど
職
種
や
事
業
内
容
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
配
慮
や

接
し
方
が
異
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
研
修
な
ど
の
実
施
計

画
を
作
成
し
、
公
表
す
る
必

要
が
あ
る
。
取
り
組
み
状
況

も
政
府
に
報
告
す
る
。

　

義
務
化
さ
れ
る
の
は
、
年

平
均
の
輸
送
人
員
が
１
０
０ 

万
人
以
上
の
鉄
道
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
船
舶
、
航
空
各

事
業
者
、
１
日
平
均
３
千
人

以
上
が
利
用
す
る
空
港
や
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
事
業

者
。
こ
の
基
準
を
満
た
さ
な

タ
ン
カ
ー
攻
撃
を
協
議
し
た

が
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
。

会
合
終
了
後
、
議
長
国
ク

ウ
ェ
ー
ト
の
オ
タ
イ
ビ
国
連

大
使
は
「
全
メ
ン
バ
ー
国
が

事
件
を
非
難
し
た
」
と
述
べ

た
。
イ
ラ
ン
の
ハ
ビ
ブ
国
連

次
席
大
使
は
国
連
本
部
で
共

同
通
信
な
ど
に
「（
関
与
を
）

強
く
否
定
す
る
」
と
強
調
し

た
。

　

米
軍
が
公
開
し
た
映
像
に

は
、
タ
ン
カ
ー
に
横
付
け
さ

れ
た
小
型
船
に
十
数
人
が
乗

り
、
作
業
す
る
様
子
が
写
っ

て
い
る
。
５
月
に
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
沖
で

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
タ

ン
カ
ー
な
ど
４
隻
へ
の
攻
撃

に
使
わ
れ
た
爆
弾
と
同
じ
種

類
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。

　

国
華
産
業
の
堅
田
豊
社
長

は
１
４
日
の
記
者
会
見
で
、

タ
ン
カ
ー
は
２
回
の
攻
撃
を

受
け
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

２
回
目
は
乗
組
員
が
飛
来
物

を
目
視
し
た
ほ
か
、
着
弾
地

点
が
水
面
よ
り
ず
っ
と
上

だ
っ
た
と
強
調
。「
間
違
い

　

安
倍
首
相
は
１
４
日
、
ト

ラ
ン
プ
氏
と
電
話
会
談
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
イ
ラ

ン
の
関
与
を
断
定
し
た
こ
と

で
、
緊
張
緩
和
に
向
け
た
動

き
は
失
速
。
ト
ラ
ン
プ
氏
と

最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
は

１
３
日
、
そ
れ
ぞ
れ
両
国
の

対
話
に
否
定
的
な
見
解
を
表

明
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
４
日
、

米
軍
が
公
開
し
た
映
像
に
も

触
れ
、
イ
ラ
ン
が
「
証
拠
」

を
残
し
た
と
の
認
識
を
示
し

た
。

　

ポ
ン
ペ
オ
米
国
務
長
官
は

１
３
日
、
安
倍
首
相
の
テ
ヘ

ラ
ン
訪
問
中
に
起
き
た
点
に

触
れ
「
日
本
を
侮
辱
し
た
」

と
指
摘
し
た
。
情
報
機
関
の

分
析
や
攻
撃
に
使
わ
れ
た
武

器
の
種
類
な
ど
か
ら
イ
ラ
ン

が
関
与
し
た
と
判
断
し
た
と

説
明
。「
こ
の
地
域
で
活
動

す
る
イ
ラ
ン
の
代
理
勢
力

に
、
こ
こ
ま
で
の
高
い
精
度

で
行
動
す
る
技
量
や
資
源
は

な
い
」
と
述
べ
た
。

　

国
連
安
全
保
障
理
事
会
は

上
る
と
試
算
し
て
お
り
、
関

係
省
庁
が
対
策
を
急
い
で
い

た
。

　

一
方
、
未
利
用
国
有
地
の

貸
し
出
し
は
原
則
と
し
て
保

育
・
介
護
施
設
に
限
っ
て

き
た
が
、
各
地
の
中
心
部
の

土
地
は
商
業
施
設
な
ど
に
も

定
期
借
地
権
付
き
で
賃
貸
す

る
。
東
京
都
２
３
区
な
ど
は

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
政

令
指
定
都
市
を
は
じ
め
と
す

る
地
方
都
市
は
２
千
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
が
候
補
。
防

災
、
街
づ
く
り
で
将
来
必
要

に
な
る
可
能
性
に
備
え
、
国

が
保
有
し
な
が
ら
賃
料
収
入

を
得
る
道
を
広
げ
る
。

く
て
も
政
府
が
地
域
事
情
を

考
慮
し
て
指
定
し
た
事
業
者

は
対
象
と
な
る
。

　

団
塊
世
代
が
全
員
７
５
歳

以
上
に
な
る
２
５
年
に
は
、

認
知
症
の
人
が
約
７
０
０
万

人
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。政
府
は「
予
防
」と「
共

生
」
を
新
大
綱
の
２
本
柱
に

据
え
、
認
知
症
の
人
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。

　
【
ソ
ウ
ル
、
北
京
共
同
】

韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
が
北

朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党

委
員
長
に
月
内
の
首
脳
会
談

を
呼
び
掛
け
、
対
話
再
開
へ

秋
波
を
連
日
送
っ
て
い
る
。

２
月
の
米
朝
首
脳
会
談
決
裂

後
、
米
韓
へ
の
け
ん
制
を
強

め
て
き
た
北
朝
鮮
が
軟
化
と

も
取
れ
る
兆
し
を
見
せ
て
い

る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

た
だ
、
韓
国
の
足
元
を
見

る
北
朝
鮮
は
、
和
解
と
協
力

に
向
け
た
「
行
動
」
が
先
だ

と
強
調
。
米
韓
合
同
軍
事
訓

練
中
止
や
経
済
協
力
事
業
の

　

一
方
、金
正
恩
氏
は
最
近
、

ト
ラ
ン
プ
氏
に
「
美
し
い
手

紙
」
を
送
っ
た
の
に
続
き
、

故
金
大
中
韓
国
大
統
領
の
妻

李
姫
鎬
さ
ん
の
死
去
を
受

け
、
１
２
日
に
妹
の
金
与
正

党
第
１
副
部
長
を
板
門
店
に

派
遣
、
弔
辞
を
伝
え
た
。
韓

国
大
統
領
府
高
官
は
「
対
話

に
向
け
た
意
思
表
示
と
分
析

で
き
る
余
地
が
あ
る
」
と
前

向
き
に
受
け
止
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
北
朝
鮮
側
が
無

条
件
で
会
談
に
応
じ
る
可
能

性
は
低
い
。
北
朝
鮮
の
対
南

宣
伝
サ
イ
ト
「
わ
が
民
族
同

士
」
は
１
４
日
、南
北
は
「
関

係
改
善
か
、
過
去
の
対
決
時

代
へ
と
逆
戻
り
す
る
か
の
重

大
な
岐
路
に
あ
る
」と
指
摘
。

米
韓
訓
練
な
ど「
敵
対
行
為
」

の
中
止
を
要
求
し
た
。

　

文
氏
は
米
朝
の
仲
介
に
意

欲
を
示
す
が
、
北
朝
鮮
関
係

筋
は
「
米
朝
の
首
脳
は
い
つ

で
も
連
絡
が
と
れ
、
仲
介
な

ど
必
要
な
い
。
南
が
や
る
べ

き
こ
と
は
昨
年
の
首
脳
会
談

で
明
確
に
な
っ
て
い
る
」
と

語
り
、
経
済
協
力
事
業
に
踏

み
出
す
の
が
先
決
だ
と
の
立

場
を
強
調
し
た
。

跡
は
な
か
っ
た
。

　

事
件
は
昨
年
８
月
２
４
日

夜
に
発
生
。
セ
ブ
島
の
路
上

で
車
を
運
転
し
て
い
た
純

子
さ
ん
が
、
バ
イ
ク
の
男
女

２
人
組
に
銃
撃
さ
れ
て
死
亡

し
た
。
捜
査
１
課
は
慎
一
容

疑
者
が
日
本
で
殺
害
を
計
画

し
、
電
話
で
指
示
し
た
と
み

て
調
べ
て
い
る
。

　

捜
査
１
課
は
１
４
日
、
慎

一
容
疑
者
を
送
検
し
た
。

川
市
）
の
鈴
木
桂
市
店
長

（
４
４
）
は
「
令
和
元
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
に
競
り

落
と
せ
て
光
栄
だ
」
と
喜
ん
だ
。

過去最高額の１玉７５万円で
競り落とされた北海道当麻町
産の「でんすけすいか」＝１４
日午前、北海道旭川市（共同）
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予
想
よ
り
規
模
小
さ
く
限
定
的

示
し
て
お
り
、
友
好
関
係
に

は
変
化
は
な
い
と
い
う
。

　

だ
が
、
大
統
領
府
内
部
で

は
、
サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ス
氏

ら
の
軍
人
派
と
オ
ラ
ー
ヴ
ォ

派
の
間
で
深
い
確
執
が
あ
っ

た
。
サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ス
氏

は
外
務
省
傘
下
の
機
関
の
人

事
で
も
、
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
派
の

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー

ジ
ョ
外
相
と
、
関
係
が
う
ま

く
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
伯
国
銀
行

の
宣
伝
を
差
し
止
め
、
大
統

領
府
社
会
通
信
局
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
）
に
検
閲
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
を
止
め
さ
せ
、
大
統

領
を
い
ら
だ
た
せ
た
。

　

今
回
の
解
任
の
直
接
的
な

原
因
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の

フ
ァ
ビ
オ
・
ワ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
局
長
と
の
対
立
だ
。
同
氏

は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
３
月
に

イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し
た
際

に
同
行
し
て
話
題
に
な
り
、

４
月
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
局
長
と

　

１
４
日
、
社
会
保
障
制
度
改
革
と
教
育
費
カ
ッ
ト
に
反
対
す
る
ゼ
ネ
ス
ト
が

全
国
規
模
で
行
わ
れ
、
各
地
の
交
通
機
関
な
ど
が
麻
痺
す
る
事
態
に
襲
わ
れ
た
。

１
４
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

線
サ
ン
タ
ー
ナ
駅
ま
で
延
長

し
た
バ
ス
や
、
ツ
ク
ル
ビ
ー

〜
コ
レ
イ
オ
ス
間
の
仮
設
路

線
、
南
部
で
は
１
号
線
ジ
ャ

バ
ク
ア
ラ
〜
パ
ラ
イ
ゾ
間
の

仮
設
路
線
を
利
用
。
東
部
の

人
は
３
号
線
の
タ
ツ
ア
ペ
駅

や
ベ
レ
ン
駅
、
ド
ン・ペ
ド
ロ・

タ
ー
ミ
ナ
ル
行
き
の
バ
ス
な

ど
で
乗
り
継
い
だ
。

　

ま
た
、
幹
線
道
路
を
閉
鎖

す
る
抗
議
運
動
も
各
地
で
起

こ
っ
た
。
聖
市
で
は
西
部
ヴ
ィ

タ
ル
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ジ
ア
ス
大

通
り
で
自
動
車
１
台
を
焼
き

討
ち
す
る
な
ど
し
て
、
通
行

妨
害
に
よ
る
被
害
を
拡
大
し

た
。

　

ま
た
、
市
中
央
部
の
ジ
ョ

ア
ン
・
ジ
ア
ス
大
通
り
や
南

部
ピ
ラ
ポ
リ
ー
ニ
ャ
大
通
り

で
は
デ
モ
隊
が
バ
リ
ケ
ー
ド

を
設
置
。
市
中
央
部
の
５
月

２
３
日
大
通
り
で
は
、
午
前

７
時
に
デ
モ
隊
が
タ
イ
ヤ
に

放
火
し
、
２
車
線
の
通
行
を

封
鎖
。
解
除
さ
れ
る
ま
で
に

１
時
間
３
０
分
か
か
っ
た
。

　
こ
の
日
は
銀
行
や
教
育
機

関
も
ス
ト
参
加
を
宣
言
し
て

　

１
４
日
の
ゼ
ネ
ス
ト
で

は
、
聖
市
で
も
、
と
り
わ
け

午
前
中
に
通
勤
、
通
学
の
足

に
支
障
を
き
た
し
た
人
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
民
営
化
さ

れ
て
い
て
ス
ト
に
不
参
加

だ
っ
た
地
下
鉄
４
号
線
、
５

号
線
の
利
用
者
は
、
１
〜
３

号
線
の
部
分
運
行
さ
れ
て
い

い
た
が
、
銀
行
は
支
店
単
位

の
参
加
に
止
ま
っ
た
。
聖
州

教
育
局
に
よ
る
と
、
州
立
校

で
ス
ト
に
参
加
し
た
教
職
員

は
８
・
９
％
で
、
通
常
通
り

に
授
業
を
行
っ
た
学
校
が
多

か
っ
た
と
い
う
。

　
一
方
、
リ
オ
市
の
交
通
機

関
は
通
常
通
り
に
運
転
し
た

が
、
ニ
テ
ロ
イ
市
で
は
、
道

路
を
封
鎖
し
た
学
生
や
教
師

が
道
を
あ
け
よ
う
と
し
な
い

の
に
腹
を
立
て
た
運
転
手
が

車
で
突
っ
込
み
、
教
師
２
人

と
学
生
３
人
を
は
ね
る
事
件

も
起
き
た
。

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
で
は
地

下
鉄
の
運
行
が
終
日
中
止
に

な
っ
た
。
ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州

レ
シ
フ
ェ
で
も
地
下
鉄
は
ピ
ー

ク
時
と
午
後
４
時
以
降
の
み

州
都
な
ど
で
交
通
機
関
に
支
障

な
っ
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
は
大

統
領
府
総
務
室
傘
下
で
、
運

営
費
の
管
理
な
ど
は
サ
ン
ト

ス
・
ク
ル
ス
氏
が
行
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
を
巡
る
対
立

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

対
立
の
激
化
が
決
定
的
と

な
っ
た
の
は
、
５
月
に
入
っ

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
通
信
社
（
Ｅ

Ｂ
Ｃ
）
運
営
審
議
会
議
長
に

サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ス
氏
の
側

近
の
ニ
ウ
ソ
ン
・
カ
ズ
ミ
・

ノ
ジ
リ
陸
軍
大
佐
が
任
命
さ

れ
た
後
だ
。
サ
ン
ト
ス
・
ク

ル
ス
氏
は
「
通
信
が
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
ゆ
が
め
ら
れ
る
の

　

サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ス
氏
の

解
任
は
、
１
３
日
に
大
統
領

か
ら
本
人
に
直
接
告
げ
ら
れ

た
。
大
統
領
に
最
も
近
い
軍

出
身
者
の
一
人
の
解
任
は
、

ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ
ウ
ロ
ン
副

大
統
領
さ
え
驚
く
、
突
然
の

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

　

大
統
領
府
の
レ
ゴ
・
バ
ロ

ス
広
報
官
に
よ
る
と
、
大
統

領
は
在
任
中
の
サ
ン
ト
ス
・

ク
ル
ス
氏
の
働
き
に
感
謝
を

　

１
３
日
、
カ
ル
ロ
ス
・
ア

ル
ベ
ル
ト
・
ド
ス
・
サ
ン
ト

ス
・
ク
ル
ス
大
統
領
府
秘
書

室
長
官
が
、
解
任
さ
れ
た
。

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
で
は
３
人

目
（
軍
人
閣
僚
で
は
初
）
の

解
任
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
ら
が
信
奉
す
る
極
右
思
想

家
の
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
・
デ
・
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
や
大
統
領

の
息
子
た
ち
か
ら
の
圧
力

と
、
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
派
と
の
権

力
争
い
が
原
因
と
見
ら
れ
て

い
る
。
１
４
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

オ
ラ
ー
ヴ
ォ
と
の
権
力
争
い
で
敗
北

下
院
委
員
会
で
意
見
書
朗
読

連
邦
議
会
は
再
び
調
整
役
失
う

は
許
せ
な
い
」
と
強
く
主
張

し
て
い
た
が
、こ
れ
を
機
に
、

オ
ラ
ー
ヴ
ォ
氏
や
大
統
領
次

男
の
カ
ル
ロ
ス
氏
ら
か
ら
の

軋
轢
が
一
段
と
激
し
く
な
っ

た
と
い
う
。

　

連
邦
議
会
は
今
回
の
解

任
を
、「
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
派
の

勝
利
」
と
不
安
視
し
て
い

る
。
サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ス
氏

は
議
会
内
の
調
整
役
と
し
て

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議

長
ら
か
ら
強
い
信
頼
を
得
て

い
た
。
連
邦
政
府
は
２
月
に

も
政
局
調
整
役
の
グ
ス
タ
ー

ヴ
ォ
・
ベ
ビ
ア
ー
ノ
氏
を
内

部
分
裂
で
失
っ
て
い
る
。

　

サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ス
氏
の

後
任
に
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

の
陸
軍
時
代
か
ら
の
旧
友
で

も
あ
る
ル
イ
ス
・
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
ラ
モ
ス
・
バ
チ
ス
タ
・

ペ
レ
イ
ラ
氏
が
就
任
す
る
。

同
氏
は
陸
軍
南
東
軍
司
令
官

で
も
あ
る
。

　

地
下
鉄
も
完
全
に
停
止

し
た
の
は
モ
ノ
レ
ー
ル
線
の

１
５
号
線
だ
け
だ
っ
た
が
、

１
、２
、３
号
線
は
部
分
運
行

と
な
っ
た
た
め
、
多
く
の
市

民
の
足
に
影
響
が
出
た
。

　

早
朝
の
段
階
の
地
下
鉄
運

行
は
、
１
号
線
が
ル
ス
〜
サ

ウ
ー
デ
駅
、
２
号
線
は
ヴ
ィ

ラ
・
マ
ダ
レ
ー
ナ
〜
ア
ウ
ト
・

ド
・
イ
ピ
ラ
ン
ガ
駅
、
３

号
線
は
マ
レ
シ
ャ
ル
・
デ
オ

ド
ー
ロ
〜
タ
ツ
ア
ペ
駅
の
間
に

限
ら
れ
て
い
た
。
運
行
す
る

駅
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に

徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
が
、
市

内
中
央
部
か
ら
離
れ
た
地
区

の
居
住
者
の
足
を
中
心
に
被

害
が
出
た
。

　

こ
の
た
め
、
同
市
郊
外
の

居
住
者
は
、
路
線
延
長
や
増

発
を
行
っ
た
バ
ス
を
代
替
利

用
し
た
。
北
部
の
人
は
１
号

サントス・クルス氏
（Marcelo Camargo/Agencia Brasil）

聖市地下鉄バラ・フンダ駅
（Nacho Doce/Reuter）

社
会
保
障
制
度
改
革
へ
の
影
響
は
？

社会保障制度改革

運
行
。
南
大
河
州
ポ
ル
ト
・

ア
レ
グ
レ
の
地
下
鉄
も
午
前

中
運
行
し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
や
バ

イ
ア
州
サ
ル
バ
ド
ー
ル
で
は

バ
ス
が
１
０
０
％
、
パ
ラ
ナ

州
ク
リ
チ
ー
バ
で
は
９
５
％

が
運
行
し
な
か
っ
た
。

た
区
間
と
の
接
続
が
良
く
、

ほ
と
ん
ど
通
常
と
変
わ
り
な

く
利
用
で
き
た
と
い
う
。
た

だ
し
、
部
分
運
行
だ
っ
た
１

〜
３
号
線
の
利
用
者
は
、
運

行
区
間
に
届
く
ま
で
、
大
混

雑
の
代
替
バ
ス
を
利
用
し
な

く
て
は
な
ら
ず
大
変
だ
っ
た

と
か
。
だ
が
、
ほ
ぼ
終
日
運

行
が
と
ま
っ
た
、
２
０
１
３

年
の
サ
ッ
カ
ー
、
コ
ン
フ
ェ

デ
杯
の
と
き
の
ゼ
ネ
ス
ト
に

比
べ
る
と
、
今
回
は
だ
い
ぶ

軽
か
っ
た
の
も
事
実
。コ
パ
・

ア
メ
リ
カ
開
催
期
間
中
も
６

年
前
の
よ
う
に
は
な
ら
な
さ

そ
う
な
気
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相

ら
を
巡
る
漏
洩
情
報
に
よ

る
「
ジ
・
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
」

の
暴
露
記
事
に
関
し
、
伯
字

メ
デ
ィ
ア
の
反
応
が
真
っ
二

つ
に
割
れ
て
い
る
。
す
っ
ぱ

抜
き
ス
ク
ー
プ
で
知
ら
れ
る

週
刊
誌
「
ヴ
ェ
ー
ジ
ャ
」
は
、

「
英
雄
モ
ロ
氏
の
イ
メ
ー
ジ

が
崩
れ
た
」
と
し
、
か
な
り

厳
し
い
論
調
の
記
事
を
展
開

し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
同

誌
同
様
に
中
道
右
派
イ
メ
ー

ジ
の
あ
る
エ
ス
タ
ー
ド
紙

は
、「
ハ
ッ
キ
ン
グ
」
に
焦

点
を
当
て
、
モ
ロ
氏
を
被
害

者
と
し
て
独
占
取
材
し
た
。

こ
の
問
題
、
果
た
し
て
今
後

ど
う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
に
日
本

代
表
で
参
加
し
て
い
る
日
本

の
ホ
ー
プ
、
久
保
建
英
選
手

が
１
４
日
、
名
門
レ
ア
ル
・

マ
ド
リ
ッ
ド
に
移
籍
す
る
と

報
じ
ら
れ
た
。
日
本
人
選
手

と
し
て
は
快
挙
の
報
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
久
保

選
手
は
、
奇
し
く
も
１
２
日

の
全
国
選
手
権
を
最
後
に
サ

ン
ト
ス
を
退
団
し
た
ロ
ド
リ

ゴ
と
同
僚
と
な
る
。
年
齢
も

ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
ほ
ぼ
同
じ
２

人
の
活
躍
に
期
待
だ
。

　
【
既
報
関
連
】
最
高
裁
が

１
３
日
、
同
性
愛
者
ら
へ
の

差
別
を
人
種
差
別
と
同
様
の

犯
罪
行
為
と
み
な
す
事
を
決

め
た
と
１
３
、１
４
日
付
伯

字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
性
愛
者
、
両
性
愛
者
、

性
転
換
者
、
女
装
男
性
（
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
ら
に
対
す
る
差
別

は
、
言
葉
や
態
度
に
よ
る
侮

蔑
、
暴
行
な
ど
の
形
で
表
面

化
す
る
。
近
年
は
同
性
愛
者

ら
を
殺
害
す
る
事
件
も
増
え

る
な
ど
、
社
会
問
題
と
し
て

の
深
刻
さ
も
増
し
て
い
た
。

　

１
３
日
の
審
理
で
は
５
月

２
３
日
に
始
ま
っ
た
投
票
が

継
続
さ
れ
、
最
終
的
に
８
対

３
で
、
同
性
愛
者
ら
に
対
す

る
差
別
行
為
は
憲
法
の
下
に

定
め
ら
れ
た
平
等
の
精
神
な

ど
に
反
し
、
人
種
差
別
に
準

ず
る
犯
罪
行
為
と
み
な
す
事

が
決
ま
っ
た
。
同
性
愛
者
ら

へ
の
差
別
行
為
で
断
罪
さ
れ

た
場
合
は
、
１
〜
５
年
の
刑

が
科
さ
れ
る
事
に
な
る
。

　

最
高
裁
判
事
の
大
半
は
、

少
数
派
市
民
に
も
基
本
的
な

人
権
を
認
め
る
べ
き
と
い
う

点
と
共
に
、
同
性
愛
者
へ
の

差
別
行
為
を
人
種
差
別
同
様

の
犯
罪
行
為
と
定
め
る
に
は

議
会
で
の
法
制
定
が
必
要
と

の
認
識
で
一
致
し
た
。

　
つ
ま
り
、
最
高
裁
の
決
定

は
法
的
に
差
別
行
為
を
犯
罪

と
定
め
る
も
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
憲
法
を
遵
守
す

る
た
め
の
判
断
で
、
議
会
が

速
や
か
に
、
同
件
に
関
す
る

法
令
を
作
成
、
審
議
す
る
事

も
求
め
た
。

　

同
件
に
関
す
る
審
理
は
２

月
に
始
ま
っ
た
。
５
月
２
３

日
の
投
票
は
、
上
院
憲
政
委

員
会
が
同
件
に
関
す
る
法
案

審
議
を
進
め
て
い
る
事
を
認

め
つ
つ
、
議
会
の
動
き
が
社

会
の
要
求
や
実
態
に
つ
い
て

行
っ
て
お
ら
ず
、
同
性
愛
者

ら
の
権
利
を
守
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
、
審
理
継
続
を

決
め
た
上
で
始
ま
っ
た
。

　

同
件
に
関
し
て
は
、
宗
教

上
の
理
由
で
聖
職
者
や
信
者

が
同
性
愛
な
ど
に
つ
い
て
否

定
的
な
発
言
を
行
っ
た
場
合

は
処
罰
の
対
象
と
は
し
な
い

事
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
下
院
特
別

委
員
会
で
１
３
日
、
政
府
提

出
の
社
会
保
障
制
度
改
革
に

関
す
る
憲
法
補
足
法
案
（
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）
に
対
す
る
意
見
書
が

朗
読
さ
れ
た
と
１
３
、１
４

日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

特
別
委
員
会
で
朗
読
さ
れ

た
の
は
、
報
告
官
の
サ
ム
エ

ル
・
モ
レ
イ
ラ
下
議
（
社
会

民
主
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
提

出
し
た
意
見
書
で
、
地
方
公

務
員
へ
の
改
革
適
用
や
農
村

年
金
の
制
度
変
更
を
削
除
す

る
な
ど
、
複
数
の
変
更
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

　

主
な
変
更
点
を
み
る
と
、

市
街
地
労
働
者
（
一
般
の
労

働
者
）
の
年
金
受
給
開
始
年

齢
は
男
性
６
５
歳
、
女
性

６
２
歳
、最
低
積
立
年
数
も
、

男
性
は
２
０
年
と
原
案
通
り

だ
が
、
女
性
の
最
低
積
立
年

数
は
現
行
通
り
、
１
５
年
の

ま
ま
と
さ
れ
た
。

　

農
村
年
金
制
度
（
金
採
掘

者
や
漁
師
も
含
む
）
は
、
男

女
共
６
０
歳
か
ら
年
金
受
給

開
始
で
、
最
低
２
０
年
積
立

と
の
原
案
が
、
女
性
は
現
行

通
り
、
５
５
歳
で
年
金
受
給

開
始
、
最
低
積
立
年
数
も

１
５
年
と
な
っ
て
い
る
。

　

幼
〜
高
校
の
教
師
に
関
し

て
は
、
３
０
年
間
積
立
と
男

女
共
６
０
歳
か
ら
受
給
と
の

原
案
が
、
女
性
は
５
７
歳
か

ら
受
給
に
変
更
さ
れ
た
。

　

移
行
期
間
に
つ
い
て
は
、

民
間
労
働
者
と
公
務
員
の
双

方
に
、
年
金
受
給
開
始
年
齢

ま
で
２
年
以
上
あ
り
、
男
性

３
５
年
、
女
性
３
０
年
の
積

立
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
、
満
額
受
給
の
条
件
を

不
足
年
数
分
の
積
立
継
続
と

す
る
と
の
規
定
が
加
わ
る
。

　

勤
労
不
可
能
な
高
齢
者
や

障
害
者
に
最
低
賃
金
（
最

賃
）
額
を
支
給
す
る
継
続
扶

助
は
、
６
０
歳
以
上
４
０
０

レ
、
７
０
歳
以
上
は
最
賃
と

の
案
が
、
現
行
通
り
、
６
５

歳
以
上
に
最
賃
と
な
っ
た
。

　

収
入
が
２
最
賃
以
下
の
正

規
雇
用
者
に
払
う
ボ
ー
ナ
ス

（ab
o
n
o salarial

）
の

受
給
者
を
月
収
１
最
賃
以
下

の
正
規
雇
用
者
と
す
る
案

は
、１
３
６
４
・４
３
レ（
１
・

４
最
賃
弱
）
以
下
の
正
規
雇

用
者
に
変
更
さ
れ
る
。

　

社
会
保
障
費
の
天
引
額
計

算
の
基
礎
に
交
通
費
や
、
食

事
そ
の
他
の
手
当
も
含
め
る

案
は
、
削
除
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
更
を
加
え
る

と
、
２
０
２
９
年
ま
で
の

１
０
年
間
の
経
済
効
果
（
支

出
削
減
額
）
は
９
１
３
４
億

レ
に
な
る
が
、
モ
レ
イ
ラ
下

議
は
、
労
働
者
支
援
基
金

（
Ｆ
Ａ
Ｔ
）
の
４
割
を
社
会

保
障
費
に
組
み
込
む
な
ど
し

て
、
政
府
経
済
班
の
試
算
額

（
１
２
３
０
億
レ
）
に
近
い
、

１
１
３
０
億
レ
の
経
済
効
果

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

特
別
委
員
会
で
は
１
８
日

以
降
、
意
見
書
に
基
づ
く
討

議
を
開
始
。
委
員
会
が
承
認

し
た
改
革
案
は
そ
の
後
、
下

院
本
会
議
に
か
け
ら
れ
る
。

　

伯
国
の
み
な
ら
ず
、
南

米
、
南
欧
圏
で
も
活
躍
し
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ク
ロ
ヴ
ィ

ス
・
ロ
ッ
シ
氏
が
１
４
日
未

明
に
、
心
臓
疾
患
で
入
院
中

だ
っ
た
聖
市
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
病
院
で
死

去
し
た
。
７
６
歳
だ
っ
た
。

１
４
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。

　

１
９
４
３
年
に
聖
市
で
生

ま
れ
、
同
市
ビ
シ
ー
ガ
地
区

で
育
っ
た
ロ
ッ
シ
氏
は
、
６
３

年
に
カ
ス
ペ
ル
・
リ
ベ
ロ
大
学

を
卒
業
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
道
に
進

ん
だ
。

　

同
氏
は
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
、

ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ド
・
ブ
ラ
ジ

ル
紙
、
エ
ス
タ
ー
ド
紙
な
ど

で
執
筆
。
エ
ス
タ
ー
ド
で
は

副
編
集
長
も
務
め
た
が
、
同

時
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ

ス
・
ア
イ
レ
ス
や
ス
ペ
イ
ン
の

マ
ド
リ
ッ
ド
の
新
聞
に
も
寄

稿
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

最
終
的
に
ロ
ッ
シ
氏
は
５

大
陸
を
ま
た
に
か
け
て
記
事

を
書
く
こ
と
に
な
る
が
、
独

裁
国
家
が
民
主
国
家
に
移
行

し
て
い
っ
た
７
０
〜
８
０
年

代
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ボ
リ
ビ
ア
、
チ
リ
、
ウ
ル
グ

ア
イ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ス
ペ
イ

ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
南
ア
フ

リ
カ
な
ど
で
民
主
主
義
に
つ

い
て
健
筆
を
ふ
る
っ
た
。

　

ロ
ッ
シ
氏
は
、
国
際
的
な

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
権
威
と
も

い
わ
れ
る
賞
の
一つ
、
マ
リ
ア・

ム
ー
ア
・
カ
ボ
ッ
ト
賞
な
ど

の
受
賞
者
だ
。

　

ま
た
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
と
は
何
か
」（
１
９
８
０
）、

「
南
米
の
軍
国
主
義
」

（
１
９
９
０
）
な
ど
の
著
書

も
あ
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

６月14日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8992  R$
買　3.8988  R$

円相場
売　0.0359  R$
買　0.0359  R$

全伯的だが腰砕けのゼネスト
　

聖
市
で
は
、
労
組
側
が
当

初
、「
地
下
鉄
、Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ（
都

電
）、Ｓ
Ｐ
ト
ラ
ン
ス（
バ
ス
）」

は
「
２
４
時
間
の
全
面
ス
ト
」

と
宣
言
し
て
い
た
が
、
実
際

に
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
、
Ｓ
Ｐ
ト

ラ
ン
ス
は
１
０
０
％
運
行
し

た
。

同
性
愛
者
へ
の
差
別
は
違
憲

議
会
で
の
審
議
の
遅
れ
も
批
判

経
済
効
果
は
１
兆
１
千
億
レ

１４日
大統領府秘書室長官

サ
ン
ト
ス
・
ク
ル
ス
氏
解
任
へ

（２）２０１９年 第５２６４号 ６月 １５日 （土曜日）

最 高 裁

ク
ロ
ヴ
ィ
ス
・
ロ
ッ
シ
氏
死
去

南
米
中
で
民
主
主
義
に
尽
力

国際的ジャーナリスト



　

齋さ
い

藤と
う

孝た
か
し・
明め

い

治じ

大だ
い

学が
く

文ぶ
ん

学が
く

部ぶ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
ユ
ニ
ー
ク
な
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
出だ

し
た
。
目め

を
見み

張は

る
の
は
、
小

し
ょ
う

学が
く

一い
ち

年ね
ん

生せ
い

向む

け

の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

の
冒ぼ

う

頭と
う

か
ら
福ふ

く

沢ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

の
「
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
」
を

取と

り
上あ

げ
て
い
る
点て

ん

だ
。

　

天て
ん

は
人ひ

と

の
上う

え

に
人ひ

と

を
造つ

く

ら
ず
、
人ひ

と

の
下し

た

に
人ひ

と

を
造つ

く

ら
ず
と

言い

え
り
。
さ
れ
ば
天て

ん

よ
り
人ひ

と

を
生し

ょ
う
ず
る
に
は
、
万ば

ん

人に
ん

は
万ば

ん

人に
ん

み
な
同お

な

じ
位く

ら
いに
し
て
、
生う

ま
れ
な
が
ら
貴き

賤せ
ん

上じ
ょ
う

下げ

の
区く

別べ
つ

な

く
、
万ば

ん

物ぶ
つ

の
霊れ

い

た
る
身み

と
心こ

こ
ろの
働は

た
ら
き
を
以も

っ

て
、、、［
１
，　

Ｐ

１
０
］

　
こ
れ
と
、
他た

社し
ゃ

の
標

ひ
ょ
う

準じ
ゅ
ん

的て
き

な
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
比く

ら

べ
て
み
よ

う
。

　
う
み
の　
か
く
れ
ん
ぼ

　
う
み
に
は
、
い
き
も
の
が
か
く
れ
て
い
ま
す
。

　
な
に
が
、
ど
の
よ
う
に
か
く
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

両
り
ょ
う

者し
ゃ

の
違ち

が

い
は
凄す

さ

ま
じ
い
。「
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
」
は
、
す
べ

て
の
漢か

ん

字じ

に
読よ

み
仮が

名な

が
振ふ

っ
て
あ
る
と
は
い
え
、
小

し
ょ
う

学が
く

一い
ち

年ね
ん

生せ
い

が
い
き
な
り
読よ

め
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？　

齋さ
い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
子こ

供ど
も

た
ち
向む

け
の
解か

い

説せ
つ

文ぶ
ん

で
こ
う
語か

た

る
。

　
い
つ
も
使つ

か
っ
て
い
る
学が

っ

校こ
う

の
国こ

く

語ご

の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

よ
り
も
難む

ず
か
し
く

感か
ん

じ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

。
僕ぼ

く

は
た
く
さ
ん

の
一い

ち

年ね
ん

生せ
い

に
教お

し

え
て
い
た
け
れ
ど
、
み
ん
な
、
こ
れ
ぐ
ら
い
読よ

ん
で
し
ま
う
か
ら
ね
。
一い

ち

年ね
ん

生せ
い

で
も
す
ご
い
能の

う

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い

る
ん
だ
。［
１
，　
Ｐ
１
２
］

　

両
り
ょ
う

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

で
最さ

い

初し
ょ

に
気き

づ
く
違ち

が

い
は
漢か

ん

字じ

で
あ
る
。「
う
み

の　
か
く
れ
ん
ぼ
」
で
は
全ま

っ
た
く
漢か

ん

字じ

が
出で

て
こ
な
い
。

　
「
一い

ち

年ね
ん

生せ
い

で
も
す
ご
い
能の

う

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
齋さ

い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うは
、
漢か

ん

字じ

教き
ょ
う

育い
く

に
関か

ん

し
て
は
長な

が

年ね
ん

の
実じ

っ

証
し
ょ
う

デ
ー
タ
で
裏う

ら

付づ

け
さ
れ
て
い
る
。
石い

し

井い

勲い
さ
お

氏し

と
い
う
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

国く
に

を
興お

こ

す
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

『
齋さ

い

藤と
う

孝た
か
し

の
こ
く
ご
教き

ょ
う

科か

書し
ょ　

小し
ょ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

』か
ら

２０１９年
ねん

３月
がつ

２４日
か

版
ばん

教き
ょ
う

師し

が
６
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
前ま

え

に
幼よ

う

児じ

に
漢か

ん

字じ

を
教お

し

え
る
教

き
ょ
う

育い
く

を

創そ
う

始し

し
た
。
そ
こ
で
は
小

し
ょ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

が
漢か

ん

字じ

７
０
０
字じ

以い

上
じ
ょ
う

を
覚お

ぼ

え
、
知ち

能の
う

指し

数す
う

も
大お

お

幅は
ば

に
伸の

び
る
と
い
う
成せ

い

果か

を
得え

て

い
る
。「
石い

し

井い

式し
き

国こ
く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

」
と
し
て
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
広ひ

ろ

く
普ふ

及き
ゅ
うし
て
い
る
。［
Ａ
，　

Ｐ
１
７
１
］

　

漢か
ん

字じ

は
形か

た
ち
を
表あ

ら
わ
す
象

し
ょ
う

形け
い

文も

字じ

で
、
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
ひ
ら
が
な
よ

り
も
覚お

ぼ

え
や
す
い
。
た
と
え
ば
「
鳥と

り

」
は
鳥ど

り

の
形か

た
ちを
映う

つ

し
て
お

り
、
さ
ら
に
鳩は

と

、
鴉か

ら
す、
鶏

に
わ
と
りな
ど
鳥

ち
ょ
う

類る
い

は
「
鳥と

り

」
を
含ふ

く

ん
で
い
て
、

体た
い

系け
い

的て
き

に
学ま

な

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
漢か

ん

字じ

は
幼よ

う

児じ

に
は
難む

ず
か
し
い
、

と
い
う
の
は
、
根こ

ん

拠き
ょ

の
な
い
思お

も

い
込こ

み
な
の
だ
。

　

さ
ら
に
漢か

ん

字じ

は
多た

様よ
う

な
語ご

彙い

へ
の
扉と

び
ら
を
開ひ

ら

く
。
た
と
え
ば
、

「
う
み
」
と
だ
け
習な

ら

っ
て
も
、
そ
れ
以い

上じ
ょ
うの
語ご

彙い

の
発は

っ

展て
ん

は

限か
ぎ

ら
れ
て
い
る
。「
海う

み

」
と
い
う
漢か

ん

字じ

を
習な

ら
っ
て
こ
そ
、
海か

い

洋よ
う

、

海か
い

底て
い

、
海か

い

抜ば
つ

、
海う

な

原ば
ら

な
ど
の
語ご

彙い

を
増ふ

や
す
道み

ち

が
開ひ

ら

け
る
。

語ご

彙い

に
関か

ん

し
て
、
齋さ

い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
う
ち
は
み
ん
な
割わ

り

と
読ど

く

書し
ょ

を
し
ま
す
が
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

以い

降こ
う

に
読よ

ま
な
く
な
る
。
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

が
読よ

む
よ
う
な
物も

の

語が
た
りは
少す

く

な
い
語ご

彙い

で
も
対た

い

応お
う

で
き
ま
す
が
、
大

お
と
な

人
の
本ほ

ん

に
な
る
と
語ご

彙い

が
急き

ゅ
うに
増ふ

え
て
、
扱あ

つ
か
う
対た

い

象し
ょ
うも
多た

様よ
う

に
な
っ
て
く
る
た
め
で

す
。［
２
］

　

語ご

彙い

力り
ょ
くは
思し

考こ
う

力り
ょ
くの
基き

盤ば
ん

だ
。
豊ゆ

た

か
な
語ご

彙い

を
身み

に
つ
け

て
こ
そ
、
そ
れ
ら
を
使つ

か
っ
た
幅は

ば

広ひ
ろ

い
、
高こ

う

度ど

な
思し

考こ
う

力り
ょ
くが
発は

っ

揮き

で
き
る
。
こ
う
考か

ん
が
え
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

語ご

で
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
語ご

彙い

を
学ま

な

ば

せ
る
こ
と
な
く
、
英え

い

語ご

に
時じ

間か
ん

を
割さ

く
事こ

と

の
矛む

盾じ
ゅ
んが
明あ

き

ら
か

に
な
る
。

　

齋さ
い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
外が

い

国こ
く

語ご

を
学ま

な

ぶ
時と

き

に
も
母ぼ

語ご

の
限げ

ん

界か
い

が
第だ

い

二に

言げ
ん

語ご

の
限げ

ん

界か
い

に
な
る
」
と
指し

摘て
き

し
て
い
る
。
母ぼ

語ご

に
関か

ん

し
て

中ち
ゅ
う

学が
く

３
年ね

ん

生せ
い

の
国こ

く

語ご

力り
ょ
くし
か
な
け
れ
ば
、
そ
れ
以い

上じ
ょ
うの
英え

い

語ご

力り
ょ
くを
身み

に
つ
け
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得え

な
い
。
外が

い

国こ
く

語ご

に

限か
ぎ

ら
ず
、
数す

う

学が
く

で
も
社し

ゃ

会か
い

科か

学が
く

で
も
人じ

ん

文ぶ
ん

科か

学が
く

で
も
、
す
べ

て
日に

本ほ
ん

語ご

を
通つ

う

じ
て
学ま

な

ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
国こ

く

語ご

力り
ょ
くが
貧ひ

ん

弱
じ
ゃ
く

で
は
他た

の
す
べ
て
の
学が

っ

科か

を
学ま

な

ぶ
に
も
支し

障し
ょ
うが
で
る
。

　
月つ

き

に
一い

っ

冊さ
つ

も
本ほ

ん

を
読よ

ま
な
い
大だ

い

学が
く

生せ
い

の
割わ

り

合あ
い

が
五ご

十じ
ゅ
う

％
を

超こ

え
た
と
い
う
調

ち
ょ
う

査さ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
知ち

的て
き

向こ
う

上じ
ょ
う

心し
ん

に
欠か

け
る
国こ

く

民み
ん

に
未み

来ら
い

が
あ
る
の
か
と
疑ぎ

念ね
ん

が
湧わ

き
上あ

が
り

ま
す
。［
２
］

　
こ
の
憂ゆ

う

国こ
く

の
危き

機き

感か
ん

か
ら
「
こ
く
ご
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

」
は
作つ

く

ら
れ
て

い
る
。

　

国こ
く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

の
も
う
一ひ

と
つ
の
眼が

ん

目も
く

が
「
人に

ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

」
で
あ
る

と
、
齋さ

い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
。

　

文ぶ
ん

章し
ょ
うに
込こ

め
ら
れ
た
人じ

ん

格か
く

の
深ふ

か

み
、
教

き
ょ
う

養よ
う

の
深ふ

か

さ
、
広ひ

ろ

さ

を
感か

ん

じ
さ
せ
る
書か

き
手て

は
日に

本ほ
ん

に
数か

ず

多お
お

く
い
ま
す
し
、
ま
た

日に

本ほ
ん

語ご

に
翻ほ

ん

訳や
く

さ
れ
た
優す

ぐ

れ
た
外が

い

国こ
く

の
作さ

く

品ひ
ん

も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
日に

本ほ
ん

語ご

を
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

さ
せ
、

人じ
ん

格か
く

を
成せ

い

熟じ
ゅ
くさ
せ
る
役や

く

割わ
り

が
国こ

く

語ご

に
は
あ
る
の
で
す
。［
２
］

　

国こ
く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

は
人に

ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

、
と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うは
、
た
と
え
ば

弊へ
い

誌し

１
０
９
３
号ご

う

「
人に

ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

と
し
て
の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く　

～

『
“
と
っ
ち
ゃ
ん
”
先せ

ん

生せ
い

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

』
か
ら
」［
Ｂ
］
で

紹し
ょ
う

介か
い

し
た
。
そ
こ
で
は
、
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

一ひ
と

筋す
じ

に
生い

き
た
桑く

わ

原は
ら

暁あ
き

一か
ず

氏し

の
「
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

で
文ぶ

ん

学が
く

作さ
く

品ひ
ん

を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
文ぶ

ん

学が
く

を
学ま

な

ぶ
た
め
で
は
な
く
、
文ぶ

ん

学が
く

作さ
く

品ひ
ん

を
通つ

う

じ
て
人に

ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

を
行お

こ
な
う
た
め
だ
」
と
い
う
氏し

の
信し

ん

念ね
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

ま
た
「
伝で

ん

説せ
つ

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

」
と
呼よ

ば
れ
た
灘な

だ

高こ
う

の
橋は

し

本も
と

武た
け
し

氏し

が
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

３
年ね

ん

間か
ん

を
か
け
て
『
銀ぎ

ん

の
匙さ

じ

』
と
い
う
小

し
ょ
う

説せ
つ

を
読よ

み
込こ

ん
で
生せ

い

徒と

た
ち
の
人に

ん

間げ
ん

力り
ょ
くを
大お

お

幅は
ば

に
伸の

ば
し
、
そ

の
副ふ

く

産さ
ん

物ぶ
つ

と
し
て
「
東と

う

大だ
い

合ご
う

格か
く

者し
ゃ

数す
う

日に

本ほ
ん

一い
ち
」
も
達た

っ

成せ
い

し
た

と
い
う
事じ

例れ
い

も
あ
る
。［
Ａ
，　

Ｐ
１
８
２
］

　

齋さ
い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
「
こ
く
ご
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

」
が
「
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
」

か
ら
始は

じ

ま
っ
て
い
る
の
も
、「
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

は
人に

ん

間げ
ん

教き
ょ
う

育い
く

」
の

実じ
っ

践せ
ん

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
子こ

供ど
も

向む

け
の
解か

い

説せ
つ

文ぶ
ん

に
は
、
次つ

ぎ

の
よ

う
な
一い

ち

文ぶ
ん

が
あ
る
。

　
「
天て

ん

は
人ひ

と

の
上う

え

に
人ひ

と

を
造つ

く

ら
ず
、
人ひ

と

の
下し

た

に
人ひ

と

を
造つ

く

ら
ず
」

と
い
う
の
は
す
ご
く
有ゆ

う

名め
い

な
こ
と
ば
だ
ね
。
み
ん
な
、
生う

ま
れ

た
時と

き

は
平

び
ょ
う

等ど
う

で
、
本ほ

ん

当と
う

は
誰だ

れ

が
偉え

ら

い
、
誰だ

れ

が
偉え

ら

く
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
は
ず
。
み
ん
な
が
自じ

由ゆ
う

に
楽た

の

し
く
生せ

い

活か
つ

で
き
る
は

ず
。

　
と
こ
ろ
が
い
ま
こ
の
人に

ん

間げ
ん

の
世せ

界か
い

を
見み

て
み
る
と
、
か
し
こ

い
人ひ

と

も
い
る
し
、
そ
う
で
な
い
人ひ

と

も
い
る
。
こ
う
し
た
ち
が
い

が
ど
う
し
て
あ
る
の
か
っ
て
い
う
と
、
そ
れ
は
学ま

な

ぶ
と
学ま

な

ば
な

い
と
に
よ
る
も
の
な
ん
だ
っ
て
福ふ

く

沢ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

は
い
っ
て
い
る
ん
だ
。

だ
か
ら
「
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
」
な
ん
だ
ね
。・
・
・

　

キ
ミ
も
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

一い
ち

年ね
ん

生せ
い

に
な
っ
た
ら
、
学ま

な

ぶ
の
が
一い

ち

番ば
ん

大だ
い

事じ

、
勉べ

ん

強き
ょ
うす
る
の
が
大だ

い

事じ

な
こ
と
な
ん
だ
っ
て
、
何な

ん

度ど

も
繰く

り

返か
え

し
読よ

ん
で
心こ

こ
ろに
刻き

ざ

ん
で
ね
。［
１
，　
Ｐ
１
１
］

　

し
か
し
「
勉べ

ん

強き
ょ
うす
る
の
が
大だ

い

事じ

」
と
言い

わ
れ
て
も
、
成せ

い

績せ
き

だ
け
で
人ひ

と

を
判は

ん

断だ
ん

し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
事こ

と

を
、
二ふ

た

つ
目め

の
作さ

く

品ひ
ん

で
子こ

供ど
も

た
ち
は
学ま

な

ぶ
。「
私わ

た
し
と
小こ

鳥と
り

と
鈴す

ず

と
」
と
い
う

金か
ね

子こ

み
す
ゞ
の
詩し

で
あ
る
。
そ
の
冒ぼ

う

頭と
う

と
結む

す

び
だ
け
を
引い

ん

用よ
う

す

る
と
：

　
私わ

た
しが
両

り
ょ
う

手て

を
ひ
ろ
げ
て
も
、
／　
お
空そ

ら

は
ち
っ
と
も
飛と

べ
な

い
が
、
／
飛と

べ
る
小こ

鳥と
り

は
私わ

た
しの
よ
う
に
、
地じ

面べ
た

を
速は

や

く
は
走は

し

れ

な
い
。

・
・
・

　
鈴す

ず

と
、
小こ

鳥と
り

と
、
そ
れ
か
ら
私わ

た
し、

　
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

　

子こ

供ど
も

た
ち
向む

け
の
解か

い

説せ
つ

は
、
こ
う
語か

た

る
。

　
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
す
ご

く
有ゆ

う

名め
い

だ
ね
。
他ほ

か

の
人ひ

と

に
で
き
て
、
自じ

分ぶ
ん

に
は
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
と
、
自じ

信し
ん

を
な
く
す
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、「
自じ

分ぶ
ん

に
は
こ
れ
が
あ
る
」
と
思お

も

え
る
と
、
世せ

界か
い

が
ち
が
っ
て
見み

え
て

く
る
。
た
い
せ
つ
な
の
は
、
自じ

分ぶ
ん

に
自じ

信し
ん

を
も
つ
と
い
う
こ
と
。

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
い
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ
、
と
い
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。［
１
，　

Ｐ

１
５
］

　
こ
う
い
う
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
通つ

う

じ
て
、「
勉べ

ん

強き
ょ
うす
る
の
が
大だ

い

事じ

」
だ
け

ど
、
国こ

く

語ご

が
得と

く

意い

な
子こ

、
算さ

ん

数す
う

の
好す

き
な
子こ

、
体た

い

育い
く

で
活か

つ

躍や
く

す
る
子こ

、
で
き
な
い
子こ

を
助た

す

け
て
や
る
子こ

な
ど
、「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
大だ

い

事じ

な
人じ

ん

生せ
い

観か
ん

を
子こ

供ど
も

た
ち

は
学ま

な

ぶ
の
で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

こ
の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

科か

書し

ょ

は

　
「
自じ

分ぶ

ん

が
次じ

世せ

代だ

い

の
国こ

く

民み

ん

を
育そ

だ

て
る
」
と
い
う

　
　
　

覚か

く

悟ご

を
持も

っ
た
親お

や

や
教き

ょ
う

師し

に
使つ

か

っ
て
貰も

ら

い
た
い

（３） ２０１９年第５２６４号 	 ６月	１５日	（土曜日）

　

国こ
く

語ご

力り
ょ
くに
よ
る
思し

考こ
う

力り
ょ
く、
人に

ん

間げ
ん

力り
ょ
く

発は
っ

揮き

が
ど
の
よ
う
な

威い

力り
ょ
くを
持も

つ
の
か
は
、
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

に
よ
っ
て
実じ

っ

証し
ょ
うさ
れ
た
。

１
８
５
３
年ね

ん

に
ペ
リ
ー
の
黒く

ろ

船ふ
ね

が
や
っ
て
き
た
時と

き

は
、
日に

本ほ
ん

は

極き
ょ
く

東と
う

の
閉と

ざ
さ
れ
た
島し

ま

国ぐ
に

で
、
欧お

う

米べ
い

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
転て

ん

落ら
く

す
る

の
も
時じ

間か
ん

の
問も

ん

題だ
い

か
と
思お

も

わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
半は

ん

世せ
い

紀き

後ご

に
は
世せ

界か
い

最さ
い

強き
ょ
うの
陸り

く

軍ぐ
ん

と
屈く

っ

指し

の
海か

い

軍ぐ
ん

を
誇ほ

こ

る
ロ
シ
ア
を
撃げ

き

破は

し
、
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

は
白は

く

人じ
ん

に
勝か

て
な

い
と
い
う
神し

ん

話わ

を
打う

ち
破や

ぶ

っ
て
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
諸し

ょ

民み
ん

族ぞ
く

を
勇ゆ

う

気き

づ
け
た
。
同ど

う

様よ
う

に
立り

っ

憲け
ん

政せ
い

治じ

は
白は

く

人じ
ん

の
独ど

く

占せ
ん

物ぶ
つ

と

信し
ん

じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

は
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

で
最さ

い

初し
ょ

の
近き

ん

代だ
い

成せ
い

文ぶ
ん

憲け
ん

法ぽ
う

を
確か

く

立り
つ

し
、
選せ

ん

挙き
ょ

に
基も

と

づ
く
議ぎ

会か
い

政せ
い

治じ

を

定て
い

着ち
ゃ
くさ
せ
た
。［
Ａ
，　

Ｐ
２
０
６
］

　
こ
う
し
た
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の
世せ

界か
い

史し

に
刻き

ざ

ま
れ
る
躍や

く

進し
ん

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くと
な
っ
た
の
が
国こ

く

語ご

力り
ょ
くだ
っ
た
。
幕ば

く

末ま
つ

期き

の
日に

本ほ
ん

に
は
全ぜ

ん

国こ
く

で
１
万ま

ん

５
千せ

ん

も
の
寺て

ら

子こ

屋や

が
あ
り
、
江え

戸ど

で
の
就

し
ゅ
う

学が
く

率り
つ

は
７
０
～
８
６
％
。
ほ
ぼ
同ど

う

時じ

代だ
い

の
ロ
ン
ド
ン
が
２
０
～

２
５
％
と
い
う
か
ら
、
段だ

ん

違ち
が

い
の
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
んを
誇ほ

こ

っ
て
い
た
。

［
Ａ
，　

１
１
３
］

　

さ
ら
に
そ
こ
で
の
素そ

読ど
く

の
教

き
ょ
う

材ざ
い

と
さ
れ
て
い
た
の
は
、『
論ろ

ん

語ご

』
や
『
実じ

つ

語ご

教き
ょ
う』
な
ど
の
人に

ん

間げ
ん

の
生い

き
方か

た

に
関か

ん

す
る
文ぶ

ん

章
し
ょ
う

で
、こ
れ
ら
を
通つ

う

じ
て
子こ

供ど
も

た
ち
は
人に

ん

間げ
ん

力り
ょ
くを
身み

に
つ
け
て
い
っ

た
。

　
こ
れ
だ
け
の
国こ

く

語ご

力り
ょ
くと
人に

ん

間げ
ん

力り
ょ
くを
持も

つ
一い

っ

般ぱ
ん

民み
ん

衆し
ゅ
うが
、
福ふ

く

澤ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

の
「
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
」
を
読よ

ん
で
、
西せ

い

洋よ
う

近き
ん

代だ
い

の
科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つや
社し

ゃ

会か
い

・
人じ

ん

文ぶ
ん

学が
く

を
志

こ
こ
ろ
ざし
た
。
当と

う

時じ

の
人じ

ん

口こ
う

は
３
千ぜ

ん

万ま
ん

人に
ん

で
、「
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
」
は
３
百

び
ゃ
く

万ま
ん

部ぶ

売う

れ
た
と
い
う
か
ら
、

１
０
人に

ん

に
一ひ

と

人り

、
さ
ら
に
借か

り
て
読よ

ん
だ
人ひ

と

も
含ふ

く

め
れ
ば
、
齋さ

い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
次つ

ぎ

の
よ
う
に
言い

う
事じ

態た
い

が
生し

ょ
うじ
た
の
だ
っ
た
。

　
こ
れ
を
当と

う

時じ

、
日に

本ほ
ん

中じ
ゅ
うの
人ひ

と

た
ち
が
読よ

ん
だ
。
だ
か
ら
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
こ
れ
か
ら
の
時じ

代だ
い

は
た
く
さ
ん
勉べ

ん

強き
ょ
うす
る
人ひ

と

に
な
ろ
う

と
い
う
気き

持も

ち
を
持も

っ
た
ん
だ
。［
１
，　
Ｐ
１
１
］

　

さ
ら
に
明め

い

治じ

の
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
、
西せ

い

洋よ
う

の
科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つ、
社し

ゃ

会か
い

・
人じ

ん

文ぶ
ん

科か

学が
く

の
専せ

ん

門も
ん

用よ
う

語ご

を
漢か

ん

字じ

を
使つ

か

っ
て
翻ほ

ん

訳や
く

し
、
日に

本ほ
ん

語ご

に
取と

り
込こ

ん
で
い
っ
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
と
い
う
言こ

と

葉ば

に
当あ

た
る
日に

本ほ
ん

語ご

が
な

か
っ
た
の
で
、そ
れ
を
「
社し

ゃ

交こ
う

」
や
「
社し

ゃ

会か
い

」
と
訳や

く

し
ま
し
た
。

Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
は「
権け

ん

利り

」「
自じ

由ゆ
う

」「
通つ

う

義ぎ

」と
訳や

く

し
て
い
ま
し
た
。

　
西せ

い

洋よ
う

の
言こ

と

葉ば

を
翻ほ

ん

訳や
く

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新あ

た
らし
い
日に

本ほ
ん

語ご

を

生う

み
出だ

し
た
の
で
す
。
明め

い

治じ

維い

新し
ん

は
新あ

ら

た
な
言こ

と

葉ば

を
生う

み
出だ

す
絶ぜ

っ

好こ
う

の
機き

会か
い

と
な
り
、
そ
こ
で
日に

本ほ
ん

語ご

が
大お

お

き
く
膨ふ

く

ら
み
、

成せ
い

長ち
ょ
うし
た
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
言こ

と

葉ば

を
通と

お

し
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
西せ

い

洋よ
う

の
も
の
の
考か

ん
がえ
方か

た

を
身み

に
つ
け
ま
し
た
。［
２
］

　

明め
い

治じ

の
急

き
ゅ
う

速そ
く

な
近き

ん

代だ
い

化か

は
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

に
広ひ

ろ

く
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

に
行ゆ

き
渡わ

た

っ
て
い
た
国こ

く

語ご

力り
ょ
く、
人に

ん

間げ
ん

力り
ょ
くを
ベ
ー
ス
に
、
漢か

ん

字じ

の

造ぞ
う

語ご

能の
う

力り
ょ
くを
フ
ル
活か

つ

用よ
う

し
た
語ご

彙い

の
急

き
ゅ
う

拡か
く

大だ
い

に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一ひ

と
つ
、
不ふ

思し

議ぎ

で
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
だ
け
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
が

国こ
く

語ご

力り
ょ
くを
通つ

う

じ
て
国く

に

を
興お

こ

す
ア
プ
ロ
ー
チ
の
見み

事ご
と

な
成せ

い

功こ
う

事じ

例れ
い

を
残の

こ

し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
か
文も

ん

科か

省し
ょ
うは
完か

ん

全ぜ
ん

に
そ
れ
を
無む

視し

し
て
い
る
こ
と
だ
。
現げ

ん

代だ
い

に
お
い
て
も
石い

し

井い

式し
き

国こ
く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

で
子こ

供ど
も

た
ち
の
「
す
ご
い
能の

う

力り
ょ
く」
が
実じ

っ

証し
ょ
うさ
れ
て
い
る
の
に
、

そ
れ
を
公こ

う

教き
ょ
う

育い
く

で
広ひ

ろ

め
よ
う
と
い
う
動う

ご

き
も
見み

え
な
い
。

　
私わ

た
しは
か
つ
て
文も

ん

部ぶ

科か

学が
く

省し
ょ
うの
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
改か

い

善ぜ
ん

す
る
委い

員い
ん

に

な
っ
た
時と

き

に
、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
も
っ
と
厚あ

つ

く
て
い

い
し
、
活か

つ

字じ

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：　
漢か

ん

字じ

？
）
も
多お

お

く
て
い
い
の

で
は
な
い
か
と
提て

い

案あ
ん

を
し
、
議ぎ

論ろ
ん

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
２
］

　

と
、
齋さ

い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
書か

い
て
い
る
が
、
そ
の
結け

っ

果か

は
述の

べ
て

い
な
い
。
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

が
変か

わ
っ
て
い
な
い
処と

こ
ろ
か
ら
考か

ん
が
え
る
と
、
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
提て

い

案あ
ん

は
黙も

く

殺さ
つ

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
く
せ
、
文も

ん

科か

省し
ょ
うは
「
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

」、
そ
の
後ご

の
「
総そ

う

合ご
う

学が
く

習し
ゅ
う」、
そ
し
て

現げ
ん

在ざ
い

は
「
主し

ゅ

体た
い

的て
き

・
協

き
ょ
う

働ど
う

的て
き

な
学ま

な

び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）」
な
ど
、
実じ

っ

績せ
き

も
な
い
目め

先さ
き

の
手し

ゅ

法ほ
う

の
み
を
追お

い
か

け
る
。

　
ひ
ょ
っ
と
し
て
文も

ん

科か

官か
ん

僚り
ょ
う

自じ

身し
ん

が
、
自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

に
囚と

ら

わ
れ

て
い
て
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

は
す
べ
て
悪あ

く

で
あ
る
と
忌き

避ひ

し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、と
す
ら
邪じ

ゃ

推す
い

し
て
し
ま
う
。
子こ

供ど
も

た
ち
の「
す

ご
い
能の

う

力り
ょ
く」
を
封ふ

う

印い
ん

し
て
い
る
の
は
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

だ
し
、

そ
の
結け

っ

果か

、「
知ち

的て
き

向こ
う

上じ
ょ
う

心し
ん

に
欠か

け
る
国こ

く

民み
ん

」
を
生う

み
出だ

し

て
い
る
の
は
、
国こ

く

難な
ん

を
内う

ち

か
ら
作つ

く

り
だ
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　

齋さ
い

藤と
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
あ
と
が
き
に
か
え
て
」
で
、
こ
う
述の

べ
る
。

１
．「
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
」
か
ら
始は

じ

ま
る

        

小し
ょ
う
学が

く

１
年ね

ん

生せ
い

向む

け
国こ

く

語ご

教き
ょ
う
科か

書し
ょ

htm
l

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
齋さ

い

藤と
う

孝た
か
し『
齋さ

い

藤と
う

孝た
か
しの

こ
く
ご
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ　

小
し
ょ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

』
★
★
★
、
致ち

知ち

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
３
１　

h
ttp
s://
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w
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（
２
）
齋さ

い

藤と
う

孝た
か
し「
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

は
か
く
あ
れ
」、『
致ち

知ち

』
Ｈ
３
１
０
１

た
親お

や

や
教

き
ょ
う

師し

に
こ
そ
、
こ
の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
使つ

か

っ
て
貰も

ら

い
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』、
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く
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う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
９
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ア
マ
ゾ
ン
「
日に

本ほ
ん

論ろ
ん
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Premiê do Japão exorta presidente do 
Irã a atenuar tensões no Oriente Médio Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Irã (13/06/2019)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, se en-
contra em Teerã, a capital 
do Irã, para uma missão de 
mediação. Ele espera ate-
nuar as tensões regionais 
provocadas pela saída dos 
Estados Unidos do acordo 
nuclear de 2015 que o lado 
iraniano fechou com po-
tências mundiais.
Em uma reunião de cúpula, 
na quarta-feira, Abe exor-
tou o presidente do Irã, 

Hassan Rouhani, a cumprir 
o acordo. O líder iraniano, 
por sua vez, pediu que Wa-
shington suspenda as san-
ções contra Teerã.
Rouhani disse: “Nós não 
queremos travar uma guer-
ra contra a América ou 
qualquer outro país. Contu-
do, se houver algum ataque 
ou invasão contra o Irã, va-
mos responder de maneira 
devastadora. Um dos prin-
cipais motivios dos atritos 

nesta região é a guerra eco-
nômica americana contra o 
povo iraniano. “
Hassan Rouhani afirmou 
que aprecia o apoio do 
Japão em prol do acordo 
nuclear. Ele disse a Shin-
zo Abe que o Irã pretende 
mantê-lo.
O primeiro-ministro ja-
ponês salientou o risco da 
ocorrência de um conflito 
por acidente. Ele disse que 
o Japão fará tudo o que 

puder para amenizar as 
tensões. Abe é o primeiro 
premiê japonês a visitar o 
Irã em mais de 40 anos.
Durante sua visita a Tó-
quio, no mês passado, o 
presidente americano Do-
nald Trump apoiou o pla-
no do premiê japonês de 
viajar ao Irã. Na ocasião, 
Trump afirmou pensar que 
o lado iraniano quer dialo-
gar e estaria aberto à ideia.

Ministro da Defesa do Japão diz não ser 
necessário enviar Forças de Autodefesa por 
causa dos ataques a petroleiros

Irã  (14/06/2019)

O ministro da Defesa do 
Japão, Takeshi Iwaya, dis-
se que o governo não tem 
planos de enviar membros 
da Força de Autodefesa em 
resposta aos ataques a pe-
troleiros no Golfo de Omã.
Dois navios deste tipo fo-
ram atacados na quinta-
feira perto do Estreito de 
Ormuz. Uma das embar-
cações é operada por uma 
empresa de transporte ma-
rítimo baseada em Tóquio. 

Todos os membros da tri-
pulação conseguiram esca-
par ilesos, e nenhum deles 
é japonês.
Na sexta-feira Iwaya dis-
se à imprensa que a situa-
ção atual não apresenta as 
condições necessárias para 
que o Japão possa exercer 
seu direito de autodefesa 
coletiva.
Há cinco anos, o gover-
no havia mudado a inter-
pretação da Constituição 

Unicef diz que poucos pais japoneses 
utilizam licença-paternidade

Empresas de jogos eletrônicos 
apresentam seus lançamentos 
na feira de games E3

Imperador emérito do Japão visita 
mausoléus de seus ancestrais

Pais japoneses (14/06/2019)

Feira de games E3 (12/06/2019)

Imperador emérito (12/06/2019)

O Fundo das Nações Uni-
das para a Infância, Unicef, 
disse que o Japão oferece, 
aos pais, generosas licen-
ças para criação de filhos, 
mas poucos utilizam esse 
benefício. A organização 
disse que isso se deve à fal-
ta de mão de obra e à cultu-
ra do ambiente de trabalho 
do país.
O Unicef divulgou, na 
quinta-feira, um relatório 
sobre “políticas boas para 
famílias” de 41 países in-
dustrializados.
Segundo o relatório, so-
mente metade dos países 
oferece licença-maternida-
de remunerada às mães por 
um mínimo de seis meses. 
Entre os países que ofere-
cem licença-paternidade, 

Um dos maiores eventos 
de games do mundo está 
acontecendo em Los An-
geles, e o foco deste ano 
é a transmissão online de 
jogos, que acaba com a 
necessidade de se ter um 
console em casa e permite 
que pessoas joguem os lan-
çamentos diretamente na 
internet.
A Electronic Entertain-
ment Expo, ou E3, teve iní-
cio na terça-feira com par-
ticipação de mais de 200 

O imperador emérito 
Akihito do Japão visitou 
o mausoléu de um de seus 
ancestrais em Kyoto acom-
panhado pela imperatriz 
emérita Michiko.
A carreata que os leva-
va chegou na manhã de 
quarta-feira a um templo 
localizado em frente ao 
mausoléu do tataravô do 
imperador emérito, o im-
perador Komei.
Vestindo uma casaca, o im-
perador emérito desceu da 
limusine e caminhou len-
tamente até o altar. Ele era 
conduzido por autoridades 
de alto escalão da Agência 
da Casa Imperial.
O imperador emérito ofe-
receu uma muda de planta 

relativamente poucos pais 
se aproveitam de tais pro-
gramas.
O documento diz que o 
Japão fornece a licença re-
munerada mais longa aos 
pais, mas somente um en-
tre 20 pais usufruiu dessa 
vantagem em 2017.
Também diz que esse nú-
mero é extremamente bai-
xo comparado com o da 
Coreia do Sul, onde um 
entre seis pais utilizou a 
licença.
Também diz que, entre os 
motivos que levam os pais 
japoneses a não utilizarem 
os benefícios estão a falta 
de pessoal e o “clima des-
favorável” no ambiente de 
trabalho.

empresas. Elas incluem 
gigantes tradicionais como 
a Nintendo e novatas como 
Facebook.
A fabricante de jogos 
Square-Enix, com sede 
em Tóquio, conhecida por 
sua popular série Final 
Fantasy, revelou um novo 
título baseado no universo 
de super-heróis Vingado-
res. Ele estará disponível 
no serviço de streaming da 
Google, que será lançado 
em breve.

sagrada, curvou-se inten-
samente, e comunicou sua 
abdicação no dia 30 de 
abril.
Em um longo vestido cin-
za, a imperatriz emérita 
também prestou homena-
gem.
Trata-se da primeira visita 
do casal ao mausoléu do 
imperador Komei desde 
1999.
Ainda no mesmo dia, eles 
visitaram o mausoléu do 
imperador Meiji, bisavô do 
imperador emérito.
Com a visita do mausoléu 
do imperador Meiji, o ca-
sal imperial emérito com-
pletou todas as cerimônias 
e rituais de abdicação.

permitindo o uso limitado 
deste direito desde que a 
sobrevivência do país este-
ja ameaçada, com base em 
três condições predetermi-
nadas.
Segundo Iwaya, uma ame-
aça à sobrevivência do Ja-
pão significa que as vidas, 
a liberdade e o direito de 
buscar a felicidade de seus 
cidadãos estariam comple-
tamente comprometidos. 
Ele disse que o governo 

concluiu que não há razões 
para enviar as Forças de 
Autodefesa desta vez.
Ele observou ainda não 
estar claro quem atacou os 
petroleiros nem que tipo de 
armas foram usadas.
Segundo Iwaya, o governo 
poderia tomar uma deci-
são diferente se as vidas de 
vários cidadãos japoneses 
estivessem em risco numa 
situação parecida.

Partidos da coalizão governista 
do Japão dizem que relatório 
controverso é inapropriado

Relatório controverso  (12/06/2019)

Os partidos que compõem 
a coalizão governista do Ja-
pão confirmaram que um re-
latório sobre ativos necessá-
rios depois da aposentadoria 
é inapropriado. O documen-
to foi compilado por um pai-
nel da Agência dos Serviços 
Financeiros.
Segundo as diretrizes pro-
postas para a construção de 
ativos pós-aposentadoria, 
um casal idoso necessitaria 

de cerca de 190 mil dólares 
para compensar a falta de 
recursos, caso não tenha ne-
nhuma outra fonte de renda 
além de benefícios previ-
denciários.
Na quarta-feira, os secretá-
rios-gerais dos situacionistas 
Partido Liberal Democrático 
(PLD) e Partido Komei cri-
ticaram o relatório durante 
uma reunião. Eles disseram 
que o documento causava 

preocupação desnecessária 
à população a respeito da 
vida após a aposentadoria. 
Concordaram em realizar 
explicações cuidadosas para 
aliviar as preocupações.
No mesmo dia, os chefes 
de assuntos parlamentares 
de cinco partidos oposicio-
nistas concordaram em uma 
reunião que é inapropriado 
que o ministro dos Servi-
ços Financeiros, Taro Aso, 

rejeite o relatório. No dia 
anterior, Aso tinha dito que 
não o aceitaria como um do-
cumento oficial.
Os legisladores da oposição 
concordaram em requisitar 
discussões intensivas sobre 
o assunto em reuniões de 
comitês orçamentários e em 
um encontro de líderes de 
partidos no Parlamento.
As siglas governistas, por 
sua vez, disseram ao campo 
oposicionista durante uma 
reunião do comitê orçamen-
tário da Câmara Alta que 
não têm nenhuma intenção 
de realizar deliberações nes-
se sentido.

Especialista diz que Japão deve 
reiniciar importação de petróleo do Irã

Irã (14/06/2019)

Um especialista em as-
suntos estrangeiros, pró-
ximo ao governo iraniano, 
indicou que será difícil que 
Tóquio sirva de mediador 
nas negociações entre Wa-
shington e Teerã, se o go-
verno japonês não reiniciar 
as importações de petróleo 
iraniano.
Mohammad Marandi, pro-
fessor da Universidade de 
Teerã, falou após os en-
contros do premiê japonês 

Shinzo Abe com líderes 
iranianos no Irã, na quarta 
e na quinta-feira.
Marandi disse que o Irã 
considerará que o Japão 
está somente obedecendo 
a administração do presi-
dente dos Estados Unidos, 
Donald Trump, caso não 
comece a comprar petró-
leo iraniano novamente.
O Japão parou de importar 
petróleo do Irã após o go-
verno americano ter aboli-

do as isenções que permi-
tiam que o Japão e outras 
nações comprassem petró-
leo iraniano sem enfrentar 
sanções impostas pelos 
Estados Unidos.
Marandi disse que o Japão 
tem que reiniciar a com-
prar petróleo iraniano e 
restaurar as relações eco-
nômicas se deseja desem-
penhar um “papel forte” 
nas negociações.
Ele acrescentou que o Irã 

não tem interesse em falar 
com os Estados Unidos 
a menos que Washington 
implemente o acordo nu-
clear e suspenda a guerra 
econômica ou o terrorismo 
econômico contra os ira-
nianos.
O supremo líder do Irã, 
aiatolá Ali Khamenei, dis-
se a Abe, durante o encon-
tro na quinta-feira, que o 
Irã não confia nos Estados 
Unidos. Ele acrescentou 
que nenhuma nação sá-
bia e com orgulho próprio 
aceitaria fazer negociações 
sob pressão.

Pesquisador japonês diz que detritos 
plásticos do Japão podem chegar até aos EUA

Detritos plásticos (12/06/2019)

Uma equipe de linguistas 
fará a primeira pesquisa do 
Japão sobre alfabetização 
em mais de 70 anos. Os 
profissionais responsáveis 
pelo estudo serão lidera-
dos por Hiroshi Noyama, 
professor assistente do 
Instituto Nacional do Idio-
ma Japonês e Linguística.
Os pesquisadores entre-

vistarão cidadãos japone-
ses e estrangeiros com 16 
anos ou mais que estudam 
à noite em escolas do ensi-
no fundamental ou fazem 
aulas de língua japonesa. 
Aulas noturnas são dispo-
nibilizadas para estudantes 
sem nível educacional su-
ficiente.
As perguntas serão feitas 

para determinar o enten-
dimento de sentenças bá-
sicas do idioma japonês. 
Os entrevistados também 
falarão sobre suas rotinas.
O Japão é conhecido por 
ter uma taxa de alfabetiza-
ção extremamente eleva-
da. Entretanto, um número 
cada vez maior de crianças 
têm deixado de ir à escola 

devido a maus-tratos dos 
pais ou perdido aulas. A 
quantidade de crianças no 
país com raízes estrangei-
ras também têm aumenta-
do, e algumas não têm o 
japonês como sua primeira 
língua.
Segundo Noyama, os pes-
quisadores definirão como 
conduzir a pesquisa de 
modo a ajudar o Japão a ter 
uma sociedade multicultu-
ral que garanta o acesso à 
educação básica.

Departamento americano de Estado 
saúda visita do premiê japonês ao Irã

Irã (13/06/2019)

O departamento america-
no de Estado saudou a visi-
ta que o primeiro-ministro 
japonês, Shinzo Abe, faz 
ao Irã no esforço de ajudar 
a aliviar o clima de cres-

cente tensão entre o país do 
Oriente Médio e os Estados 
Unidos.
Em entrevista coletiva con-
cedida quarta-feira, a por-
ta-voz da pasta, Morgan 

Ortagus, afirmou que Wa-
shington e seus aliados es-
tão de acordo quanto à ne-
cessidade de fazer cessar as 
atividades “desestabiliza-
doras e malignas” de Teerã.
Ela acrescentou que o 
departamento de Estado 
apoiará tudo que o premiê 

for capaz de fazer. Disse 
ser convicção da pasta de 
que Abe transmitirá ao Irã a 
mensagem de que não será 
tolerada qualquer medida 
iraniana capaz de agravar o 
clima de tensão.
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べ
ら
れ
る
と
い
う
話は

な
し

に
、
三み

山や
ま

ひ
ろ
し
は
「
今い

ま

は
サ
ン
バ
調ち

ょ
う
の

よ
さ
こ
い
も
あ
り
、
ど
ち
ら

も
楽た

の

し
い
も
の
に
変か

わ
り
は
な

い
」
と
好こ

う

印い
ん

象し
ょ
う

だ
っ
た
。
そ

の
う
ち
に
、
ぜ
ひ
カ
ー
ニ
バ
ル

の
方ほ

う

も
体た

い

験け
ん

し
て
ほ
し
い
と

こ
ろ
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅こ

う

白は
く

歌か

手し
ゅ

・
三み

山や
ま

ひ
ろ
し
は
、
歌か

手し
ゅ

仲な
か

間ま

の
伯は

く

　
「
“
移い

民み
ん

の
父ち

ち

”
水み

ず

野の

龍り
ょ
うが
同お

な

じ
土と

佐さ

の
出

し
ゅ
っ
し
ん

身
だ
と
い
う
事こ

と

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
て
も
縁え

ん

を
感か

ん

じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

見み

に
来き

て
く
だ
さ
い
」
―
―
１
３
日に

ち

に
来ら

い

伯は
く

し
た
ば
か
り
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅こ

う

白は
く

歌か

手し
ゅ

、
三み

山や
ま

ひ
ろ
し
（
３
８
、
高こ

う

知ち

県け
ん

）
が

そ
う
語か

た

る
と
、
伯は

く

人じ
ん

記き

者し
ゃ

団だ
ん

は
嬉う

れ

し
そ
う
に
笑え

顔が
お

を
う
か
べ
た
。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
１
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、
明あ

日す

１
６
日に

ち

（
日に

ち

）
か
ら
聖せ

い

市し

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

（R
ua Sao Joaquim

, 3
8
1

）
で
始は

じ

ま
る
「
松ま

つ

前ま
え

ひ
ろ
子こ

・
三み

山や
ま

ひ
ろ
し
ス
ペ

シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」。
一い

っ

行こ
う

は
１
４
日か

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
ニ
ッ
ケ
イ
・
パ
ラ
セ
・
ホ
テ
ル
で
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

を
行お

こ
ない
、
ブ
ラ
ジ
ル
公こ

う

演え
ん
へ
の
意い

気き

込ご

み
を
語か

た
っ
た
。

人じ
ん

演え
ん

歌か

歌か

手し
ゅ

エ
ド
ア
ル
ド
に

ブ
ラ
ジ
ル
の
話は

な
し

を
聞き

き
、
予よ

習し
ゅ
うを
し
た
と
の
逸い

つ

話わ

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。
エ
ド
ア
ル
ド
は
昨さ

く

年ね
ん

の
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、

年ね
ん

末ま
つ

に
凱が

い

旋せ
ん

公こ
う

演え
ん

し
た
ば
か

り
。「
エ
ド
ア
ル
ド
さ
ん
は『
シ

ュ
ラ
ス
コ
や
ピ
ラ
ニ
ア
が
美お

味い

し
い
。
ピ
ラ
ル
ク
も
見み

て
』

と
言い

っ
て
い
た
。
全ぜ

ん

部ぶ

は
難む

ず
か

し

い
か
も
し
れ
な
い
が
楽た

の

し
み

主し
ゅ

催さ
い

の
池い

け

田だ

マ
リ
オ
・
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
池い

け

田だ

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

は
、
挨あ

い

拶さ
つ

で
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
は
都つ

合ご
う

が
悪わ

る

く
来こ

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
三み

山や
ま

さ
ん
は
約や

く

束そ
く

を
忘わ

す

れ
ず
に

今こ

年と
し

来き

て
く
れ
た
」
と
待た

い

望ぼ
う

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開か

い

催さ
い

で
き

る
喜よ

ろ
こ
び
を
語か

た
っ
た
。

三み

山や
ま

ひ
ろ
し
、
松ま

つ

前ま
え

ひ
ろ

子こ

（
６
９
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）、
中な

か

村む
ら

仁ひ
と
み

美
（
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）
が
入

に
ゅ
う

室し
つ

す
る
と
、
日に

っ

伯ぱ
く

メ
デ
ィ
ア
が

写し
ゃ

真し
ん

を
撮と

る
シ
ャ
ッ
タ
ー
音お

ん

が

聞き

こ
え
た
。

初は
じ

め
て
来ら

い

伯は
く

し
た
三み

山や
ま

さ

ん
は
「
海か

い

外が
い

に
あ
ま
り
行い

っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
、
貴き

重
ち
ょ
う

な
経け

い

験け
ん

。
ブ
ラ
ジ
ル
の
イ
メ

芸げ
い

能の
う

、
良よ

い
衣い

装し
ょ
うを
見み

せ
た

　

コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
に
参さ

ん

戦せ
ん

す
る
た
め
、
１
２
日に

ち

に
ブ
ラ

ジ
ル
に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
ば
か
り
の

サ
ッ
カ
ー
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うは
、
早さ

っ

速そ
く

翌よ
く

１
３
日に

ち

に
聖せ

い

市し

バ
ラ
・

フ
ン
ダ
区く

に
あ
る
サ
ン
パ
ウ

ロ
Ｆ
Ｃ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
公こ

う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
う

を
行

お
こ
な

っ

た
。
日に

っ

系け
い

学が
っ

校こ
う

の
生せ

い

徒と

や
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

ら
約や

く

７
５
０
人に

ん

が
見け

ん

学が
く

と
応お

う

援え
ん

に
訪お

と
ず

れ
、
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち

に
大お

お

き
な
歓か

ん

声せ
い

を
送お

く

っ
て
い

た
。

　

公こ
う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
うは
午ご

後ご

４
時じ

頃ご
ろ

開か
い

始し

。
１
時じ

間か
ん

半は
ん

程ほ
ど

軽か
る

く

体か
ら
だを
動う

ご

か
し
た
の
み
だ
っ
た

が
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ら
は
よ
り
近ち

か

く

で
選せ

ん

手し
ゅ

を
見み

よ
う
と
観か

ん

客き
ゃ
く

席せ
き

の
前ま

え

へ
詰つ

め
か
け
た
。

　

吉よ
し

村む
ら

静さ
や

香か

さ
ん
（
３
４
、

青あ
お

森も
り

県け
ん

）
は
柴し

ば

崎さ
き

岳が
く

選せ
ん

手し
ゅ

を

見み

に
来き

た
そ
う
。「
柴し

ば

崎さ
き

選せ
ん

手し
ゅ

は
同ど

う

郷き
ょ
う

青あ
お

森も
り

県け
ん

の
ス
ー
パ

ー
ス
タ
ー
。
試し

合あ
い

で
の
活か

つ

躍や
く

を
期き

待た
い

し
て
い
る
」
と
嬉う

れ

し

そ
う
に
話は

な

す
。
子こ

供ど
も

を
連つ

れ

い
」と
公こ

う

演え
ん
へ
の
思お

も

い
も
語か

た

る
。

て
い
た
が
、
子こ

供ど
も

が
公こ

う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
うを
見み

た
が
っ
た
の
で
は
な

く
、
自じ

分ぶ
ん

が
柴し

ば

崎さ
き

選せ
ん

手し
ゅ

を
見み

に
来く

る
た
め
に
連つ

れ
て
き
た

と
か
。

　

小こ

島じ
ま

尚な
お

幸ゆ
き

さ
ん
（
２
８
、

東と
う

京き
ょ
う

都と

在ざ
い

住じ
ゅ
う

）
は
独ど

く

立り
つ

行
ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
野や

球き
ゅ
う

指し

導ど
う

者し
ゃ

の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
今き

ょ
う日
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
人に

ん

で
来き

た
と
い
う
。「
伯は

っ

国こ
く

で

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

が
見み

ら
れ

１７日
にち

の日
に

本
ほん

対
たい

チリ戦
せん

のチケット

に
し
て
い
る
」
と
語か

た

っ
た
。
ぜ

ひ
ブ
ラ
ジ
ル
の
良よ

い
と
こ
ろ
、

美お

味い

し
い
も
の
も
た
く
さ
ん

体た
い

験け
ん

し
て
ほ
し
い
も
の
。

　
　
　
　

◎

　

ウ
チ
ナ
ー
Ｔ
Ｖ
の
瀬せ

名な

波は

美み

恵え

子こ

さ
ん
か
ら
「
日に

本ほ
ん

の

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
何な

に

か
や
ら
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質し

つ

問も
ん

に
、
三み

山や
ま

ひ
ろ
し
は
「
今い

ま

ま
で
は
何な

に

も
な
い
が
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
何な

に

か
で
き
れ
ば
と

い
う
思お

も

い
が
あ
り
ま
す
」
と

語か
た

っ
た
。
確た

し

か
に
、
せ
っ
か
く

出で

来き

た
絆き

ず
な

を
帰き

国こ
く

後ご

に
活い

か

し
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
ん
な
に
嬉う

れ

し
い
こ
と
は
な

い
。
三み

山や
ま

さ
ん
の
「
い
ご
っ
そ

う
（
土と

佐さ

弁べ
ん

で
「
頑が

ん

固こ

で
気き

骨こ
つ

の
あ
る
男お

と
こ

」）
魂

だ
ま
し
い」
に
期き

待た
い

し
た
い
と
こ
ろ
？
！

ＳＣ病
びょう

院
いん

と本
ほん

紙
し

で無
む

料
りょう

配
はい

布
ふ

『絆
きずな

 皇
こう

室
しつ

とブラジル』

北き
た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う「

植し
ょ
く

樹じ
ゅ

し
た
木き

を
見み

て
き
て
」

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

、
当と

う

日じ
つ

に
特と

く

別べ
つ

演え
ん

出し
ゅ
つ

も

る
と
い
う
こ
と
で
来き

た
。
久く

保ぼ

建た
け

英ふ
さ

選せ
ん

手し
ゅ

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
て
い

る
。
来ら

い

週し
ゅ
うの
チ
リ
戦せ

ん

も
会か

い

場
じ
ょ
う

に
応お

う

援え
ん

に
行い

く
予よ

定て
い

な
の
で

ぜ
ひ
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
て
活か

つ

躍や
く

し
て
ほ

し
い
」
と
の
期き

待た
い

を
語か

た

っ
た
。

　

参さ
ん

加か

者し
ゃ

ら
が
特と

く

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

す

る
の
は
、
や
は
り
久く

保ぼ

建た
け

英ふ
さ

選せ
ん

手し
ゅ

。
１
８
歳さ

い

の
若わ

か

さ
で
代だ

い

表ひ
ょ
う

入い

り
し
、
ス
ペ
イ
ン
リ
ー

グ
の
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
・

カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ャ
へ
の
移い

籍せ
き

も
決き

ま
っ
て
い
る
。

　

公こ
う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
うの
前ま

え

に
は
代だ

い

表
ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

と
子こ

供ど
も

ら
に
よ
る
記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

が
行お

こ
な

わ
れ
、
中な

か

に
は
感か

ん

動ど
う

の
あ
ま
り
涙な

み
だ

を
流な

が

す
子こ

の

姿す
が
たも
見み

ら
れ
た
。

　

猪い
の

股ま
た

レ
オ
ナ
ル
ド
さ
ん

（
三さ

ん

世せ
い

）
は
、「
岡お

か

崎ざ
き

選せ
ん

手し
ゅ

を

応お
う

援え
ん

し
て
い
る
。
チ
リ
戦せ

ん

も

観み

に
行い

く
つ
も
り
」
と
話は

な

し

た
。
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

が
対た

い

戦せ
ん

す

る
こ
と
に
な
っ
た
場ば

合あ
い

に
つ

い
て
は
、
悩な

や

む
様よ

う

子す

を
見み

せ

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
う

）
が
開か

い

院い
ん

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
刊か

ん

行こ
う

し
た
『
絆き

ず
な　

皇こ
う

室し
つ

と
ブ
ラ

ジ
ル
』（
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

／
二に

の

宮み
や

ソ
ニ
ア
共

き
ょ
う

著ち
ょ

）。
こ
の
無む

料
り
ょ
う

配は
い

布ふ

に
つ
い
て
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

に

確か
く

認に
ん

し
た
と
こ
ろ
、
同ど

う

病
び
ょ
う

院い
ん

（R
. S
a
n
ta C

ru
z, 

3
9
8
 - V
ila M

arian
a

）

と
、
本ほ

ん

紙し

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

（R
. da 

G
lória, 3

32
 - Liber-

d
ad
e

）
の
両

り
ょ
う

方ほ
う

で
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
限げ

ん

定て
い

２
０
０
冊さ

つ

。
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

。

　

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

で
は
、
ス
ー
ペ

ル
イ
ン
テ
ン
デ
ン
シ
ア
と
い

う
部ぶ

署し
ょ

の
カ
ー
チ
ア
さ
ん
が

無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

の
担た

ん

当と
う

を
し
て
い

る
。

　

な
お
、
本ほ

ん

紙し

で
は
１
８

日に
ち

（
火か

）
か
ら
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

で
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

を
行お

こ
な

う
。
限げ

ん

定て
い

５
０

冊さ
つ

。

三
み

山
やま

ひろし「ぜひ見
み

に来
き

て」
（７） ２０１９年第５２６４号  ６月 １５日 （土曜日）

１
７
日に

ち

に
聖せ

い

市し

で
大だ

い

事じ

な
初し

ょ

戦せ
ん

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

を
応お

う

援え
ん

し
よ
う
！

コパ・アメリカ

７
５
０
人に

ん

が
応お

う

援え
ん

に
集あ

つ

ま
る

公こ
う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
う

で
現げ

ん

地ち

日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
交こ

う

流り
ゅ
う

サッカー日
に

本
ほん

代
だい

表
ひょう

記
き

者
しゃ

会
かい

見
けん

を行
おこな

った三
み

山
やま

ひろしさん、松
まつ

前
まえ

ひろこさん、中
なか

村
むら

仁
ひとみ

美さん

練
れん

習
しゅう

を行
おこな

う選
せん

手
しゅ

Ｎ Ｈ Ｋ
紅
こ う

白
は く

歌
か

手
し ゅ

に
、
高こ

う

知ち

県け
ん

に
３
週

し
ゅ
う

間か
ん

滞た
い

在ざ
い

し
「
よ
さ
こ
い
祭ま

つ

り
」
に
参さ

ん

加か

し
た
逸い

つ

話わ

を
話は

な

す
と
、
三み

山や
ま

ひ
ろ
し
が
「
私わ

た
し

も
で
す
！
」

と
返か

え

す
一い

ち

コ
マ
も
。「
よ
さ
こ

い
親し

ん

善ぜ
ん

大た
い

使し

」
で
も
あ
る
三み

山や
ま

さ
ん
は
、
高こ

う

知ち

市し

役や
く

所し
ょ

踊お
ど

り
子こ

隊た
い

に
所し

ょ

属ぞ
く

し
て
お
り
、

１
７
年ね

ん

も
同ど

う

チ
ー
ム
で
踊お

ど

っ

て
い
た
の
だ
と
か
。
伯は

っ

国こ
く

で
は

よ
さ
こ
い
が
カ
ー
ニ
バ
ル
と
比く

ら

ま
た
、
同ど

う

郷き
ょ
うの
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

協き
ょ
う

会か
い

の
会か

い

員い
ん

ら
と
の
交こ

う

流り
ゅ
うも
楽た

の

し

み
だ
と
述の

べ
る
と
、
同お

な

じ
出

し
ゅ
っ

身し
ん

地ち

の
中な

か

村む
ら

さ
ん
も
頷う

な
ずい
た
。

中な
か

村む
ら

さ
ん
は
、
昔む

か
し
カ
ラ
オ
ケ

の
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

で
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
綺き

麗れ
い

な
日に

本ほ
ん

語ご

で
歌う

た

っ
て
お
り
、

驚お
ど
ろい
た
と
の
逸い

つ

話わ

を
語か

た
っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
シ
ョ
ー
で
三み

山や
ま

さ
ん

は
高こ

う

知ち

県け
ん

の
「
よ
さ
こ
い
節ぶ

し

」

と
い
う
民み

ん

謡よ
う

を
特と

く

別べ
つ

に
歌う

た

い
、

正せ
い

調ち
ょ
うよ
さ
こ
い
鳴な

る

子こ

踊お
ど

り
と

共と
も

に
披ひ

露ろ
う

。
ま
た
、
昨さ

く

年ね
ん

の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

で
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

を
達た

っ

成せ
い

し
ギ
ネ
ス
認に

ん

定て
い

さ
れ
た
、
特と

く

技ぎ

の
け
ん
玉だ

ま

も

披ひ

露ろ
う

す
る
予よ

定て
い

だ
。

　

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
ア
サ
イ
市し

の
公こ

う

演え
ん

で
は
、
昨さ

く

年ね
ん

に
完か

ん

成せ
い

し
た

「
旭

あ
さ
ひ

城じ
ょ
う」
を
祝い

わ

う
た
め
に
、

特と
く

別べ
つ

に
北き

た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

の
「
城し

ろ

」

を
披ひ

露ろ
う

す
る
予よ

定て
い

だ
。

　
一い

っ

行こ
う

は
６
月が

つ

２
１
日に

ち

ま
で

ブ
ラ
ジ
ル
に
滞た

い

在ざ
い

し
、
１
６

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

と
午ご

後ご

３
時じ

に
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
う、
１
９
日に

ち

午ご

後ご

７
時じ

に
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
ア
サ
イ
市し

の
ア
サ
イ
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

（
Ｓ

Ａ
Ｍ
Ａ
）
で
シ
ョ
ー
を
開か

い

催さ
い

。

滞た
い

在ざ
い

中ち
ゅ
うは
、
１
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

に
東と

う

洋よ
う

街が
い

の
ラ
ル
ゴ
・

ダ
・
ポ
ル
ボ
ラ
に
設せ

っ

置ち

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
水み

ず

野の

龍り
ょ
うの
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す

る
。

　

さ
ら
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

ゆ
か

り
の
地ち

を
巡め

ぐ

り
、
聖せ

い

市し

イ
ビ

ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

開か
い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

、
パ
ラ

グ
ア
イ
の
イ
グ
ア
ス
移い

住じ
ゅ
う

地ち

、

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
ア
サ
イ
市し

の
コ
ー
ヒ

ー
農の

う

園え
ん

、
同ど

う

市し

の
旭

あ
さ
ひ

城じ
ょ
うな
ど

も
訪ほ

う

問も
ん

す
る
。

　
「
松ま

つ

前ま
え

ひ
ろ
子こ

・
三み

山や
ま

ひ
ろ

し
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
は
、
記き

者し
ゃ

の
仲な

か

里ざ
と

ク
ラ
ウ
ジ
ア
さ
ん
が

２
０
１
７
年ね

ん

に
訪ほ

う

日に
ち

し
た
際さ

い

　

チ
ケ
ッ
ト
は
ま
だ
余あ

ま

っ
て

お
り
、
購こ

う

入に
ゅ
う

可か

能の
う

。
Ｗ
杯は

い

ブ

ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

で
は
聖せ

い

市し

で
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うの
試し

合あ
い

は
な
か
っ
た
。

今こ
ん

回か
い

の
よ
う
に
市し

内な
い

で
見み

ら

れ
る
の
は
珍め

ず
ら

し
い
の
で
、
ぜ
ひ

直ち
ょ
く

接せ
つ

会か
い

場じ
ょ
うで
応お

う

援え
ん

し
た
い
と

こ
ろ
。

　

聖せ
い

市し

の
販は

ん

売ば
い

所じ
ょ

の
１
カ

所し
ょ

は
メ
ト
ロ
、
バ
ラ
・
フ
ン

ダ
駅え

き

近ち
か

く
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
記き

念ね
ん

公こ
う

園え
ん

（A
v. A
u
ro 

S
o
a
re
s d
e M
o
u
ra 

A
ndrade, 6

6
4
, B
arra 

Funda

）。

　

そ
の
後ご

、
２
試し

合あ
い

目め

の

ウ
ル
グ
ア
イ
戦せ

ん

は
、
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
う

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
市し

の

ア
レ
ー
ナ
・
ド
・
グ
レ
ミ

オ
（A

v. P
adre Leop

-
oldo B

rentano, 1
1
0
, 

H
u
m
aitá

）
で
午ご

後ご

８
時じ

か
ら
試し

合あ
い

開か
い

始し

。

　

さ
ら
に
３
試し

合あ
い

目め

の
エ
ク

ア
ド
ル
戦せ

ん

は
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ

ラ
イ
ス
州し

ゅ
う

ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン

テ
市し

の
ミ
ネ
イ
ロ
ン
（A

v. 
A
n
tô
n
io A

b
ra
h
ã
o 

C
a
ra
m
, 1
0
0
1
, S
ã
o 

José

）
で
午ご

後ご

８
時じ

に
始は

じ

ま

る
。

　

試し

合あ
い

の
チ
ケ
ッ
ト
の
販は

ん

売ば
い

は
、
引ひ

き
続つ

づ

き
国こ

く

内な
い

５
カ
所し

ょ

の
販は

ん

売ば
い

所じ
ょ

ま
た
は
公こ

う

式し
き

サ
イ
ト

記
き

者
しゃ

からの質
しつ

問
もん

に答
こた

える歌
か

手
しゅ

ら

（cop
aam
erica.com

）

で
行お

こ
な

わ
れ
て
い
る
。

な
が
ら
も
「
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て

難む
ず
かし
い
試し

合あ
い

に
な
る
と
思お

も

う

が
、
ぜ
ひ
日に

本ほ
ん

に
頑が

ん

張ば

っ
て

ほ
し
い
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

会か
い

場じ
ょ
う

に
は
元も

と

伯は
っ

国こ
く

代だ
い

表
ひ
ょ
う

で
、
２
０
０
２
年ね

ん

の
日に

っ

韓か
ん

共
き
ょ
う

催さ
い

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｗ
杯は

い

伯は
っ

国こ
く

優ゆ
う

勝
し
ょ
う

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
ジ
ョ

ゼ
・
エ
ジ
ミ
ウ
ソ
ン
・
ゴ
メ

ス
・
ジ
・
モ
ラ
エ
ス
氏し

の
姿

す
が
た

も
。
同ど

う

氏し

は
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ら
に
囲か

こ

ま
れ
な
が
ら
も
、
丁て

い

寧ね
い

に
サ

イ
ン
や
写し

ゃ

真し
ん

撮さ
つ

影え
い

に
応お

う

じ
て

い
た
。

ー
ジ
は
、
暑あ

つ

い
、
陽よ

う

気き

、
社し

ゃ

交こ
う

的て
き

で
明あ

か

る
い
人ひ

と

が
多お

お

い
と

い
う
も
の
。
町ま

ち

を
歩あ

る

い
て
実じ

っ

際さ
い

に
皆み

な

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うが
ハ
ツ
ラ
ツ
と

し
て
い
る
と
感か

ん

じ
た
」
と
の

印い
ん

象し
ょ
うを
語か

た
っ
た
。

三み

山や
ま

さ
ん
の
師し

匠し
ょ
うの
松ま

つ

前ま
え

さ
ん
は
、
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

１
０
日か

前ま
え

に

従い

兄と

弟こ

の
大お

お

御ご

所し
ょ

演え
ん

歌か

歌か

手し
ゅ

・
北き

た

島じ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

に
会あ

い
に
行い

っ
た
と
い
う
。
北き

た

島じ
ま

さ
ん
は

８
８
年ね

ん

に
来ら

い

伯は
く

し
、
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

に
イ
ペ
ー
の
木き

を
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

し
て
い
る
。「
自じ

分ぶ
ん

が
植う

え

た
木き

が
多た

分ぶ
ん

大お
お

き
く
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
ら
、
見み

て
き
て

ほ
し
い
と
言い

っ
て
い
ま
し
た
」

と
微

ほ
ほ
え

笑
ん
だ
。

　
「
シ
ョ
ー
で
は
日に

本ほ
ん

の
良よ

い

　

１
４
日か

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
サ
ッ

カ
ー
南な

ん

米べ
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

（
コ
パ
・

ア
メ
リ
カ
）。
６
月が

つ

１
４
日か

か

ら
７
月が

つ

７
日か

ま
で
伯は

っ

国こ
く

内な
い

で

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
こ
の
大た

い

会か
い

で
は
、

５
都と

市し

、
６
会か

い

場じ
ょ
うで
試し

合あ
い

が

行お
こ
なわ
れ
る
。

　

そ
の
う
ち
、
日に

本ほ
ん

代だ
い

表
ひ
ょ
う

は
１
７
日に

ち

午ご

後ご

８
時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

モ
ル

ン
ビ
・
ス
タ
ジ
ア

ム
（P

raça R
o-

berto G
om
es 

P
e
d
ro
sa
, 1
, 

M
o
ru
m
b
i

）
で

チ
リ
代だ

い

表ひ
ょ
う

と
の
大だ

い

事じ

な
初し

ょ

戦せ
ん

を
控ひ

か

え

て
い
る
。
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